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周
知
の
ご
と
く
、
一
八
七
○
年
代
以
来
、
ロ
ン
ド
ン
割
引
市
場
に
割
引
の
た
め
提
示
さ
れ
る
内
国
為
替
手
形
の
量
は
急
激
か
つ
大
巾
の

減
少
を
示
し
、
七
○
年
代
以
後
ロ
ン
ド
ン
割
引
市
場
の
主
要
な
業
務
は
外
国
為
替
手
形
の
割
引
と
な
る
。
す
な
わ
ち
ロ
ン
ド
ン
短
期
金
融

市
場
は
主
と
し
て
国
内
金
融
の
市
場
で
あ
る
こ
と
を
や
め
国
際
金
融
の
市
場
へ
と
そ
の
性
格
を
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
重
要
な
影
鰯
を
後
に
の
こ
し
た
内
国
為
替
手
形
の
減
少
を
ひ
き
お
こ
し
た
原
因
が
何
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て

は
、
従
来
詳
細
な
研
究
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
原
因
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
説
明
は
存
在
す

る
。
そ
の
主
要
な
も
の
は
ほ
ぼ
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
第
一
の
タ
イ
プ
の
説
明
は
銀
行
合
同
運
動
の
結
果

全
国
的
支
店
網
を
有
す
る
巨
大
銀
行
が
成
立
し
「
農
業
地
方
」
の
余
剰
資
金
を
エ
業
地
方
に
直
接
（
割
引
市
場
の
介
入
な
し
に
）
移
動
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
か
か
る
資
金
移
動
の
た
め
の
手
段
と
し
て
手
形
を
用
い
る
心
要
が
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
Ｗ
・
Ｔ
。
Ｃ
・
キ
ン
グ
の
説
が
こ
の
タ
イ
プ
の
説
明
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
タ
イ
プ
の
脱
明
は
今
で
ほ
ほ

ロ
ン
ド
ン
手
形
割
引
市
場
の
構
造
変
化
に
つ
い
て
’

１
内
鬮
為
替
手
形
の
”
消
滅
“
と
そ
の
諸
原
因
壼
心
と
し
て
Ｉ

一
序
醜

西
村
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也
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１
１
１
１

二
手
形
存
在
量
推
計
の
歴
史

手
形
の
存
在
麺
の
推
計
を
最
初
に
試
み
た
の
は
Ｗ
・
リ
ー
ザ
ム
ミ
・
㈲
の
ｇ
冨
日
で
あ
る
。
彼
は
実
務
家
と
し
て
の
自
己
の
体
験
と

オ
ー
ヴ
ァ
レ
ン
ド
・
ガ
ー
ー
ー
ー
商
会
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を
も
と
と
し
て
連
合
王
国
内
に
あ
る
一
定
時
に
存
在
す
る
預
金
堂
（
普
通
銀

行
及
び
貯
蓄
銀
行
の
）
は
平
均
約
二
億
一
一
千
万
ポ
ン
ド
、
同
じ
く
あ
る
一
定
時
に
存
在
す
る
手
形
量
は
約
一
億
三
千
五
百
万
ポ
ン
ド
、
う

ち
外
国
手
形
は
約
六
分
の
一
を
占
め
る
、
と
推
定
し
た
。
リ
ー
ザ
ム
の
こ
の
推
定
は
な
ん
ら
か
の
客
観
的
根
拠
を
有
し
て
い
た
と
は
思
わ

（
肱
こ

れ
な
い
の
で
、
そ
の
結
果
を
ど
の
程
度
ま
で
信
頼
し
て
よ
い
か
、
判
断
の
基
礎
も
な
い
こ
と
に
な
る
。

リ
ー
ザ
ム
に
つ
い
で
手
形
存
在
量
の
推
計
を
行
っ
た
の
は
ニ
ュ
ー
マ
ー
チ
で
あ
る
。
彼
は
一
八
五
一
年
に
（
王
立
）
統
計
協
会
雑
誌
に

グ
レ
ィ
ト
・
プ
リ
テ
ソ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
、
チ
ニ
シ
ャ
ー
の
各
々
で
一
八
二
八
年
１
一
八
四
七
年

ロ
ン
ド
ン
手
形
創
引
市
場
の
榊
造
変
化
に
つ
い
て
（
西
村
）

一ハー

さ
て
上
記
の
三
つ
の
タ
イ
プ
の
説
明
に
つ
い
て
の
ち
に
一
つ
一
つ
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
前
に
内
国
為
替
手
形
の
発
生

量
の
減
少
、
と
い
う
事
態
が
事
実
と
し
て
存
在
し
て
い
た
か
、
ど
う
か
を
た
し
か
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
英
国

で
あ
る
一
定
時
に
存
在
し
つ
い
た
手
形
の
総
鍾
の
推
計
の
歴
史
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

（
践
一
）
一
九
六
一
年
八
月
の
パ
ン
ヵ
ー
ズ
・
マ
ガ
ジ
ー
ソ
は
、
次
の
よ
う
に
の
べ
た
．
「
こ
の
世
紀
（
十
九
世
紀
ｌ
引
鳳
者
）
の
Ⅷ
半
に
は
為
響

手
形
の
利
用
は
、
特
に
商
人
の
国
内
取
引
の
金
触
の
た
め
起
飛
闘
的
に
の
び
つ
つ
あ
っ
た
。
…
…
し
か
し
な
が
ら
世
紀
の
後
半
に
は
主
と
し
て
銀
行

合
同
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
内
国
手
形
の
利
用
の
顕
著
な
減
退
が
あ
っ
た
。
」
願
冒
弄
の
風
・
筥
撹
§
旨
の
』
］
ロ
］
邑
曹
］
垣
白
已
・
』

（
陸
ご

ぽ
定
説
化
し
た
よ
う
な
観
が
あ
る
。
第
二
の
タ
イ
プ
の
説
明
は
、
手
形
の
減
少
の
原
因
を
産
業
企
業
の
合
同
、
と
く
に
垂
直
統
合
に
求
め

る
も
の
で
あ
る
。
第
一
一
一
の
タ
イ
プ
の
説
明
は
、
原
因
は
銀
行
信
用
授
与
の
手
段
と
し
て
手
形
割
引
に
か
わ
っ
て
当
座
貸
越
が
一
般
的
に
な

る
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
タ
イ
プ
の
説
明
】

っ
た
こ
と
に
あ
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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の
二
十
年
間
の
一
定
時
に
流
通
内
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
（
内
国
及
び
外
国
）
為
替
手
形
の
麺
と
変
動
を
つ
き
と
め
る
一
つ
の
試
み
、
こ
の

研
究
の
中
に
は
外
国
宛
手
形
も
含
め
る
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。
ニ
ュ
ー
マ
ー
チ
の
推
定
は
リ
ー
ザ
ム
よ
り
は
ず
っ
と
客
観
的
な

デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
ｎ
・
日
ロ
】
旨
の
の
Ｃ
崗
島
の
因
・
色
印
の
ｇ
ｏ
ｏ
日
日
ｇ
ｍ
Ｃ
ｐ
ｏ
Ｃ
『
目
】
の
Ｒ
ご
一
□
一
の
【
円
の
の
⑪
》
屋
←
『

と
Ｏ
目
目
］
・
ロ
》
の
肉
の
ロ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
ロ
］
。
一
日
の
戸
８
戸
国
：
丙
の
》
屋
〕
『
に
発
表
さ
れ
た
印
紙
税
収
入
の
数
字
を
利
用
し
又
、
五
つ
の
シ
テ
ィ
ー

の
銀
行
及
び
ビ
ル
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
手
持
手
形
の
中
か
ら
い
わ
ば
ラ
ン
ダ
ム
・
サ
ム
プ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
四
一
一
一
六
七
枚
、
額
面
総
計
一
二

一
万
六
九
七
四
ポ
ン
ド
の
手
形
を
ぬ
き
出
し
て
、
こ
れ
を
額
面
別
に
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ
の
平
約
ユ
ー
ザ
ン
ス
を
わ
り
だ

し
、
印
紙
税
の
数
字
と
こ
れ
と
を
も
と
と
し
て
、
一
八
四
三
－
四
六
年
の
間
の
あ
る
一
定
時
点
に
お
い
て
英
国
（
含
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）

に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
手
形
の
平
均
総
額
は
約
一
億
ポ
ン
ド
で
あ
る
と
し
た
。
又
お
な
じ
時
期
に
英
国
の
地
方
銀
行
は
一
一
一
一
三
○
○
万

ポ
ン
ド
、
ロ
ン
ド
ン
諸
行
、
保
険
会
社
は
七
四
○
○
万
ポ
ン
ド
の
資
金
（
Ⅱ
資
本
金
十
発
券
十
預
金
）
を
保
有
し
、
さ
ら
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

銀
行
は
民
間
貸
出
に
一
一
一
○
○
万
ポ
ソ
パ
ト
，
を
向
け
て
い
る
と
し
て
、
全
英
国
の
銀
行
資
金
総
額
は
二
一
九
○
○
万
ポ
ン
ド
と
推
定
し
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
上
記
五
社
の
シ
テ
ィ
ー
銀
行
お
よ
び
ピ
ル
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
保
有
手
形
の
中
で
は
、
外
国
手
形
は
金
額
に
し
て

そ
れ
』
ぐ
ｌ
、
一
○
・
五
％
、
四
六
・
六
％
、
一
七
・
七
％
、
三
一
・
九
％
、
一
一
一
五
・
○
％
を
占
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
各
種
の
事
情
を
老

（
注
一
一
）

慮
し
て
、
外
国
手
形
が
国
内
手
形
の
六
分
の
一
の
頓
に
達
す
る
と
い
う
リ
ー
ザ
ム
の
推
定
は
ほ
ぼ
正
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
し
た
。

つ
い
で
ニ
ュ
ー
マ
ー
チ
は
「
物
価
史
」
第
六
巻
、
一
八
五
七
年
の
附
録
の
中
で
、
一
八
五
六
年
現
在
の
手
形
流
通
量
（
Ⅱ
存
在
量
？
）

（踵一一一）

は
内
国
、
外
国
あ
わ
せ
て
一
八
○
○
○
万
乃
至
二
○
○
○
○
万
ポ
ン
ド
で
あ
る
と
し
た
。
当
時
、
銀
行
資
金
（
資
本
金
十
発
券
十
預
金
）

総
額
は
約
二
○
○
○
○
万
ポ
ン
ド
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ゆ
え
一
八
四
一
一
一
’
四
六
年
と
一
八
五
六
年
の
間
に
銀
行
資
金
総
額
は
約
八

一
○
○
万
ポ
ン
ド
の
の
び
を
示
し
、
手
形
存
在
通
は
一
一
六
○
○
万
ポ
ン
ド
（
内
国
、
外
国
合
計
》
か
ら
二
○
○
○
○
万
ポ
ン
ド
へ
と
八
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と
こ
ろ
で
手
形
の
存
在
量
の
の
び
と
銀
行
資
金
総
額
の
の
び
と
の
こ
の
よ
う
な
一
致
は
、
一
八
五
六
年
と
一
八
七
一
年
の
間
に
は
も
は

や
み
ら
れ
な
く
な
る
。
パ
ー
グ
レ
イ
ヴ
の
推
定
に
よ
る
と
一
八
七
一
年
に
は
内
国
、
外
国
あ
わ
せ
て
三
億
’
一
一
一
・
五
億
ポ
ン
ド
の
手
形
が

あ
る
一
定
時
に
存
在
し
、
そ
の
う
ち
四
五
－
五
○
％
が
外
国
手
形
で
あ
り
、
又
銀
行
資
金
総
額
は
グ
レ
ィ
ト
・
プ
リ
テ
ン
に
つ
い
て
（
す

（
践
四
）

な
わ
ち
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
除
外
し
て
）
六
億
二
一
○
○
万
ポ
ン
ド
と
推
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
八
五
六
’
一
八
七
一
の
十

五
年
間
に
銀
行
資
金
総
額
は
約
三
億
二
一
○
○
万
ポ
ン
ド
の
の
び
を
み
せ
た
の
に
反
し
、
手
形
存
在
量
は
一
億
’
一
・
五
億
し
か
ふ
え

（
肱
五
）

ず
、
し
か
も
内
国
手
形
だ
け
に
つ
い
て
い
う
な
ら
一
八
五
六
年
に
く
ら
べ
、
や
や
減
少
の
傾
向
が
み
』
え
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は
七
○
年
代
以
後
さ
ら
に
顕
著
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
一
八
七
一
年
以
後
は
手
形
存
在
麺
の
推
計
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

わ
ず
か
に
一
九
○
三
年
ト
リ
ヅ
ト
ン
弓
國
は
目
が
ロ
ン
ド
ン
手
形
交
換
所
か
ら
供
給
さ
れ
た
数
字
を
も
と
と
し
て
、
同
年
ロ
ン
ド
ン
宛

（
跣
六
）

手
形
の
流
通
蛍
は
一
一
○
○
○
万
ポ
ン
ド
と
し
、
し
か
し
こ
の
推
計
は
過
少
評
価
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
と
、
一
九
○
四
年
マ
ー
チ
ャ

ン
ト
・
ベ
ン
カ
ー
の
ブ
ー
ス
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
国
巨
昌
］
：
六
ｍ
○
口
が
印
紙
税
収
入
の
数
字
と
上
記
ト
リ
ト
ン
の
見
出
し
た
当
時
の
手
形
平

均
ユ
ー
ザ
ン
ス
は
七
○
日
で
あ
る
と
い
う
数
字
か
ら
あ
る
一
定
時
の
手
形
存
在
量
を
二
・
八
億
ポ
ン
ド
、
う
ち
外
国
手
形
は
一
億
ポ
ン
ド

（
肱
七
）

と
推
定
し
て
い
る
の
と
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
用
い
て
い
る
方
法
は
ニ
ニ
ー
マ
ー
チ
Ⅱ
パ
ー
グ
レ
イ
ヴ
の
用
い
て
い
る
方

法
よ
り
ず
っ
と
粗
雑
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
パ
ン
ヵ
ー
と
し
て
の
経
験
を
尊
重
し
て
一
応
こ
の
数
字
が
正
し
い

〈
註
八
）

と
す
る
な
ら
ば
、
一
八
七
一
年
’
一
九
○
四
年
の
間
に
お
け
る
銀
行
資
金
量
の
増
大
を
考
え
る
と
弐
一
、
銀
行
資
金
の
運
用
対
象
と
し
て
ひ

と
り
内
国
手
形
ば
か
り
で
な
く
、
外
国
手
形
を
含
め
た
手
形
の
総
額
が
い
か
に
小
さ
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
、
お
の
ず
か

ロ
ン
ド
ン
手
形
割
引
市
場
の
榊
造
変
化
に
つ
い
て
（
西
村
）

一〈》一一一

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

四
○
○
万
ポ
ン
ド
の
増
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
八
五
六
年
に
い
た
る
ま
で
は
銀
行
資
金
の
の
び
分
と
手
形
存
在
量
の
増
分
と
は

、
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仁
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三
内
国
手
形
減
少
に
つ
い
て
の
証
言
．

さ
て
上
記
の
一
一
ユ
ー
マ
ー
チ
Ⅱ
、
ハ
ー
グ
レ
ィ
ヴ
Ⅱ
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
推
計
は
か
な
り
ラ
フ
な
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
数
字
を
無
条
件

で
信
用
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
世
紀
後
半
以
来
の
各
種
政
府
委
員
会
の
証
言
録
、
パ
ン
カ
ー
ズ
・
マ
ガ
ジ
ー
ン
、

ス
タ
テ
ィ
ス
ト
な
ど
の
雑
誌
等
を
な
が
め
る
な
ら
ば
、
ニ
ュ
ー
マ
ー
チ
ら
の
推
計
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
か
ぎ
り
で
の
手
形
鐘
の
増
減
、
外

国
、
内
国
手
形
の
相
対
的
比
重
の
変
化
を
う
ら
ず
け
る
同
時
代
人
の
エ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
が
圧
倒
的
な
量
で
見
出
さ
れ
る
。
こ
こ
に
そ
の
す
べ

て
を
引
用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
一
八
八
六
年
の
「
大
不
況
委
員
会
」
の
証
言
録
そ
の
他
か
ら
い
く
つ
か
の
代
表

的
な
発
言
を
ぬ
き
出
し
て
み
よ
う
。
内
国
収
税
庁
長
官
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
・
ウ
エ
ス
ト
は
次
の
よ
う
に
の
べ
た
。
「
第
八
八
八
号
。
為
替

手
形
に
は
か
な
り
の
、
そ
し
て
持
続
的
な
減
少
が
あ
る
の
で
ば
な
い
か
，
Ｉ
そ
の
と
う
り
で
す
．
そ
し
て
私
は
そ
れ
を
不
景
気
煙
」
・
脇

目
目
⑩
旨
の
の
⑩
以
外
の
こ
と
か
ら
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
思
う
に
そ
れ
は
お
そ
ら
く
Ｒ
・
冨
亘
】
取
引
の
仕

方
が
ち
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
急
冒
、
８
凹
旦
氏
の
Ｈ
の
日
日
○
○
の
。
【
耳
目
の
回
Ｂ
ｐ
ｍ
ｇ
ｍ
曰
の
の
ｍ
も
の
で
す
。
為
替
手
形
は

大
巾
に
用
い
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
電
報
と
電
信
為
替
が
大
巾
に
そ
の
代
り
に
用
い
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
は
こ
う
い
う

方
法
で
危
大
な
取
引
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
て
そ
う
い
う
取
引
は
為
替
手
形
に
ふ
せ
ら
れ
る
印
紙
税
を
ま
ぬ
が
れ
る
と
考
え
ま

す
．
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
（
印
紙
税
Ｉ
引
用
者
）
は
商
況
が
好
況
で
あ
る
か
、
そ
う
で
な
い
か
に
つ
い
て
の
妥
当
な
指
標
と
し
て
と
る
こ
と

ロ
ン
ド
ン
手
形
割
引
市
場
の
榊
造
変
化
に
つ
い
て
（
西
村
）
’

六
五

（
註
八
）
ル
ネ
・
Ｐ
・
イ
ゴ
ソ
ネ
ー
局
の
息
句
・
田
碕
◎
目
の
戸
は
一
九
五
七
年
の
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
・
ニ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
で
一
八

七
三
’
一
九
一
一
一
一
の
間
の
英
国
の
銀
行
預
金
逓
の
推
計
を
行
っ
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
一
八
七
三
年
の
英
国
の
全
銀
行
（
株
式
銀
行
、
個
人
銀
行

お
よ
び
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
）
の
預
金
総
額
は
約
六
億
二
千
万
ポ
ン
ド
、
一
八
九
四
年
の
そ
れ
は
七
億
一
一
千
万
ポ
ン
ド
、
一
八
九
五
年
に
は
七
億
八

千
万
’
九
千
万
ポ
ン
ド
、
一
九
一
三
年
に
は
十
一
一
億
ポ
ソ
ド
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
八
九
五
年
－
一
九
一
一
一
一
年
の
間
に
預
金
鼠
は
五
○
％
も

千
万
’
九
千
万
ポ
ン
ド
、

の
増
大
を
示
し
て
い
る
。



／

一ハーハ

は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
」
又
破
産
管
理
官
ロ
パ
ー
ト
。
、
ハ
ー
マ
ー
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
局
。
冨
肖
庁
弔
巳
日
の
円
国
口
且
旨
、
．
。
匡
の
命
・
患
ロ
冒
一

Ｈ
Ｒ
の
弓
①
Ｈ
冒
す
目
一
日
』
官
旦
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
「
第
五
八
一
一
号
、
現
在
で
も
以
前
と
お
な
じ
く
ら
い
多
数
の
商
業
手
形
が

存
圧
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
－
－
い
や
、
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
た
だ
現
在
存
在
し
て
い
る
手
形
の
大
部
分
は
良
い
も
の
で
す
ぎ
日
昌

一
８
｝
【
甘
悶
９
．
こ
れ
に
反
し
一
一
十
年
前
に
は
、
そ
●
も
そ
も
は
じ
め
か
ら
存
在
し
て
い
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
な
手
形
が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
．
」
「
第
五
八
三
．
以
前
に
く
ら
ぺ
て
よ
り
多
く
の
坂
引
が
塁
で
決
済
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
あ
な
た
の
考
え
で
す
か
．
ｌ

そ
う
で
す
。
電
信
為
替
の
便
宜
が
今
で
は
非
常
に
大
き
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
便
益
が
え
ら
れ
ま
す
。
」

上
配
の
外
に
も
手
形
の
減
少
に
つ
い
て
の
証
言
は
あ
り
、
ま
た
前
に
も
の
べ
た
ご
と
く
こ
の
時
期
の
雑
誌
、
銀
行
及
び
割
引
商
会
の
株

（
註
ご

主
総
会
で
の
発
一
一
言
な
ど
を
参
昭
す
れ
ば
七
○
年
代
お
よ
び
八
○
年
代
の
内
国
手
形
の
減
少
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
証
一
一
一
一
口
が
存
在
す
る
。
そ

し
て
又
そ
れ
ら
の
証
言
は
手
形
減
少
の
原
因
を
「
取
引
様
式
」
の
変
化
か
ら
説
明
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
上
記
ウ
エ
ス
ト
お
よ
び
ハ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
証
言
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
ウ
エ
ス
ト
お
よ
び
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
い
う
取
引
様
式
の
変
化
と
は
具
体
的
に
は
ど
う
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
の
検
討
が
吹
節
の
主
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
こ
こ
で
以
下
の
行
論
に
つ
い
て
一
つ
の
注
意
を

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
本
論
文
の
主
題
は
内
国
為
替
手
形
の
減
少
で
あ
る
が
、
内
国
為
替
手
形
の
減
少
を
も
た

ら
し
た
事
情
は
、
後
に
な
っ
て
外
国
為
替
手
形
の
発
生
辻
に
つ
い
て
も
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
え
な
い
種
類
の
弘
）
の
な
の
で
あ
っ
て
、
し

た
が
っ
て
、
さ
し
あ
た
り
商
業
手
形
一
般
の
減
少
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
商
業
手
形
一
般
の
発
生
を
制
限
す
る
よ
う
な
諸

条
件
の
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
ロ
ン
ド
ン
割
引
市
場
に
現
わ
れ
る
外
国
手
形
の
童
が
、
．
少
く
と
も
そ
の
絶
対
麺
を
と
れ
ば
、
さ
し
た
る
減

少
を
み
せ
な
い
よ
う
に
み
え
る
の
は
何
故
か
、
こ
れ
に
反
し
内
国
手
形
は
、
時
と
し
て
「
消
滅
」
と
い
う
表
現
を
う
け
る
ほ
ど
徹
底
的
な

減
少
を
み
せ
る
の
は
何
奴
か
、
と
い
う
問
題
は
後
に
考
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



Ｃ
Ｕ
Ｐ
財

千
㎡

四
委
託
販
売
制
度
と
商
業
手
形

さ
て
前
節
に
引
用
し
た
証
言
で
、
ウ
ェ
ス
ト
は
手
形
の
減
少
の
原
因
は
「
取
引
様
式
の
変
化
」
に
あ
る
と
し
、
こ
の
変
化
の
内
容
を
電

報
と
電
信
為
替
の
利
用
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
電
信
為
替
の
利
用
を
問
題
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
電
信
為
替
の

発
達
と
手
形
の
減
少
と
は
直
接
に
む
す
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
電
信
為
替
は
送
金
の
手
段
で
あ
り
、
手
形
は
商
業
信
用
の
授
与
を
表

（
賎
ご

一
不
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
い
わ
ば
次
一
工
を
異
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
取
引
の
決
済
に
あ
た
っ
て
電
信
為
替
が
ま
す
ま

す
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
は
す
な
わ
ち
現
金
決
済
に
よ
る
取
引
が
普
及
し
、
商
業
信
用
の
授
与
の
機
会
が
制
限
さ

れ
、
手
形
の
発
生
の
機
会
が
減
少
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
、
電
信
為
替
の
発
達
は
手
形
の
減
少
と
む

す
び
つ
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
手
形
の
減
少
の
原
因
は
さ
し
あ
た
り
現
金
取
引
の
普
及
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て

ま
た
手
形
減
少
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
現
金
取
引
の
発
展
を
可
能
と
し
た
条
件
を
ま
ず
最
初
に
問
題
に
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
先
立
っ
て
一
言
注
意
し
て
お
く
が
手
形
減
少
の
原
因
は
現
金
取
引
の
普
及
だ
け
な
の
で
は
な
く
、

現
金
取
引
の
普
及
を
も
た
ら
し
た
条
件
そ
の
も
の
が
、
直
接
に
手
形
の
減
少
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は

行
諭
の
過
程
で
次
第
に
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
さ
し
あ
た
り
現
金
取
引
の
普
及
し
手
形
の
減
少
と
い
う
面
に
の
み
考
察
を
し

ぼ
っ
た
の
は
ま
っ
た
く
行
論
の
便
宜
上
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
現
金
取
引
の
普
及
を
可
能
に
し
た
モ
メ
ン
ト
は
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
節
に
引
用
し
た
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は

ロ
ン
ド
ン
手
形
割
引
市
場
の
樵
造
変
化
に
つ
い
て
（
西
村
）

六
七

（
註
一
）
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
《
弓
云
の
西
目
穴
鈩
、
８
目
［
⑪
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。
『
牙
の
］
ロ
ロ
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四
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［
‐
禺
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・
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《
《
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・
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Ｓ
の
国
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の
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国
餌
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ｃ
〔
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》
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Ｃ
《
《
⑩
Ｂ
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》
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《
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営
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叩
［
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再
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》
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碇
目
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》
》
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麗
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・
Ｓ
ｍ
《
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］
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一
一
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ロ
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口
。
（
す
『
○
口
、
写
８
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○
二
。
【
ョ
弓
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ｃ
《
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日
ご
“
【
ご
匂
缶
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陀
巨
⑩
［
屋
彰
屋
屋



ﾛ■ﾛﾛ■Ⅱ

現
金
取
引
の
普
及
の
原
因
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。
「
第
四
八
八
号
…
…
（
巨
大
な
多
角
経
営
企
業
が
発
展
し
て
き
た
が

ｌ
引
用
者
）
こ
れ
ら
大
企
業
は
す
べ
て
現
金
買
が
で
き
、
割
引
か
れ
た
価
格
で
大
量
に
仕
入
れ
う
る
い
か
な
る
機
会
を
も
利
用
し
て
い
ま

す
。
…
…
」
「
第
五
○
二
号
…
…
註
文
の
迅
速
な
執
行
の
た
め
の
大
い
な
る
便
宜
の
た
め
小
売
商
人
は
以
前
よ
り
僅
か
の
在
庫
を
店
内
に

も
っ
て
い
る
だ
け
で
よ
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
在
庫
と
す
る
た
め
に
購
入
し
た
商
品
に
対
し
て
支
払
を
す
る
よ
り
、
す
で
に
販
売
さ
れ
た

物
、
又
は
爽
際
に
必
要
と
さ
れ
る
物
に
対
し
て
の
方
が
支
払
が
容
易
で
す
。
」
「
第
五
七
七
号
…
…
過
去
数
年
間
に
私
は
破
艦
者
が
彼
の
財

産
の
一
部
と
し
て
申
告
す
る
支
払
総
力
あ
る
債
務
者
○
・
・
：
８
…
（
も
ち
ろ
ん
破
産
者
に
債
務
を
負
っ
て
い
る
者
ｌ
引
用
肴
）
の

数
が
次
第
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
の
に
付
気
き
ま
し
た
。
こ
こ
二
、
三
年
ほ
ど
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
ま
だ
か
っ
て
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
原
因
は
現
金
支
払
の
シ
ス
テ
ム
が
発
展
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
協
同
組
合
の
店
舗

は
公
衆
に
現
金
支
払
の
利
点
を
示
す
に
あ
た
っ
て
大
き
な
寄
与
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
以
前
ほ
ど
は
信
用
が
必

要
と
も
さ
れ
な
い
し
、
又
信
用
が
授
与
さ
れ
も
し
ま
せ
ん
。
」

さ
て
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
上
記
の
証
言
は
各
汽
こ
と
な
っ
た
問
題
を
扱
っ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
現
金
支
払
の
普
及
に
つ
い
て
の
単
一
の
原

因
を
さ
が
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
証
言
第
四
八
八
号
は
現
金
支
払
の
原
因
は
巨
大
企
業
の
発
生
に
あ
る
と
し
、
第
五
○
二

号
は
そ
れ
は
主
と
し
て
「
注
文
の
迅
速
な
執
行
の
た
め
の
大
い
な
る
便
宜
」
と
「
在
庫
の
減
少
」
に
あ
る
と
し
、
第
五
七
七
号
で
は
特
に

原
因
は
あ
げ
て
い
な
い
が
、
協
同
組
合
を
問
題
と
し
て
い
る
。
し
か
も
第
四
八
八
号
は
巨
大
企
業
の
現
金
支
払
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、

第
五
○
二
号
、
第
五
七
七
号
は
そ
れ
人
～
小
売
商
及
び
破
産
者
の
現
金
支
払
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
事
象
へ
の
言

及
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
す
で
に
、
現
金
支
払
の
普
及
が
巨
大
企
業
か
ら
小
売
商
ま
で
を
ま
き
こ
ん
だ
一
般
酌
な
傾
向

で
あ
る
こ
と
が
分
る
で
あ
ろ
う
。

六
八



ド

と
い
う
こ
と
は
ま
た
「
巨
大
企
業
」
の
現
金
支
払
と
企
協
同
組
合
の
そ
れ
と
が
は
←
む
し
ろ
局
部
的
な
影
響
し
か
も
っ
て
い
な
い
要

因
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
う
た
が
い
を
お
こ
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
し
て
一
八
八
六
年
の
大
不
況
委
員
会
の
証
言
録
の
全
体
を

通
じ
て
巨
大
企
業
や
協
同
組
合
の
現
金
取
引
に
言
及
し
て
い
る
の
は
そ
れ
人
～
証
言
第
四
八
八
号
と
第
五
七
七
号
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
「
注
文
の
迅
速
な
執
行
の
た
め
の
大
い
な
る
便
宜
」
と
「
在
庫
の
減
少
」
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
証
人
が
言
及
し
て
い
る
の

さ
て
そ
れ
で
は
「
注
文
の
迅
速
な
執
行
」
と
「
在
庫
の
減
少
」
と
が
ど
う
し
て
手
形
の
減
少
の
原
因
と
な
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
一
九
世
紀
の
六
○
年
代
以
前
に
支
配
的
な
商
品
取
引
様
式
で
あ
っ
た
委
託
販
売
８
．
日
旧
】
日
の
日
の
に
つ
い
て
一
言
す
る
こ
と
な
し

に
は
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
委
託
販
売
方
式
は
注
文
の
迅
速
な
執
行
が
不
可
能
で
あ
る
条
件
の
下
で
一
般
的

に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
大
量
の
在
庫
と
多
数
の
商
業
手
形
の
存
在
を
必
然
的
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
な
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

委
託
販
売
と
は
、
周
知
の
と
う
り
、
次
の
よ
う
な
取
引
方
式
で
あ
る
。
「
製
造
業
者
に
よ
る
委
託
販
売
に
お
い
て
は
、
貿
易
商
の
嵐
。

貴
…
…
は
商
品
を
〆
‐
カ
ー
又
は
間
屡
か
ら
う
け
と
り
、
彼
ら
に
対
し
（
商
品
価
額
の
ｌ
引
用
者
）
何
掛
け
が
の
前
貸
を

（
跣
一
一
）

し
、
そ
し
て
注
文
に
応
じ
て
か
乃
至
は
投
機
と
し
て
商
ロ
叩
を
船
積
し
、
商
口
叩
が
販
売
さ
れ
た
時
に
勘
定
の
清
算
を
し
た
Ｕ
」
こ
れ
は
英
国

か
ら
の
商
品
輸
出
の
さ
い
の
委
託
販
売
で
あ
る
が
、
外
国
か
ら
の
商
品
輸
入
の
さ
い
に
も
こ
の
方
式
が
と
ら
れ
て
い
た
の
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
そ
の
さ
い
に
は
商
品
が
英
国
の
輸
入
商
に
引
渡
さ
れ
た
時
に
外
国
商
人
が
英
国
輸
入
商
あ
て
に
商
品
価
額
の
弘
か
ら
拙
の
額
面
の

（荘一一一）

な
い
。
そ
の
さ
い
に
は
商
ロ
胆（
駐

手
形
を
振
出
す
こ
と
に
な
る
。

さ
て
こ
の
方
式
に
よ
る
と
商
品
が
商
人
に
委
託
さ
れ
て
か
ら
、
そ
れ
が
現
実
に
販
売
さ
れ
る
ま
で
相
当
の
時
間
が
た
つ
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
一
つ
に
は
商
品
の
輸
送
に
要
す
る
時
間
が
な
が
い
こ
と
に
も
よ
る
し
、
又
一
つ
に
は
注
文
を
う
け
る
ま
で
、
又
は
商
品
が
外
国
に

ロ
ソ
ド
ソ
手
形
割
引
市
場
の
榊
造
変
化
に
つ
い
て
（
西
村
）

六
九

で
あ
る
。



七
○

到
着
し
て
か
ら
実
際
に
販
売
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
が
長
い
こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
商
品
の
販
売
時
間
を
延
長
す
る
後
者
の

要
因
は
さ
ら
に
分
析
す
る
と
一
方
で
は
市
場
の
諸
関
係
（
た
と
え
ば
需
要
と
供
給
の
不
一
致
、
需
要
の
規
則
性
の
程
度
等
己
に
依
存
し

て
い
る
し
、
他
方
で
は
流
通
縢
穰
が
ど
の
程
度
整
備
さ
れ
て
い
る
か
、
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
流
通
縢
繍
の
整
備
と
は
要
す

る
Ｅ
存
在
し
て
い
る
需
要
と
供
給
の
出
合
い
を
ど
れ
だ
け
迅
速
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
委
託
販

売
方
式
は
ま
さ
に
需
要
と
供
給
の
出
合
い
を
と
る
こ
と
が
非
常
に
む
つ
か
し
い
、
と
い
う
条
件
に
規
定
さ
れ
て
う
ま
れ
た
方
式
な
の
で
あ

る
（
商
社
が
自
己
計
算
で
在
庫
を
保
有
す
る
方
式
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
）
。
需
要
と
供
給
の
出
合
い
を
と
る
の
が
む
つ
か
し
い
の
は
、
十

九
世
紀
前
半
で
は
需
要
者
は
ど
こ
に
供
給
が
存
在
す
る
か
、
そ
し
て
供
給
の
条
件
（
た
と
え
ば
硴
鰐
色
が
ど
う
な
の
か
、
を
知
る
こ
と
が

む
つ
か
し
く
、
供
給
者
も
需
要
と
そ
の
条
件
を
知
る
こ
と
が
む
つ
か
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
は
、
商
社
そ
の

も
の
が
一
種
の
取
引
所
と
し
て
機
能
し
、
需
要
と
供
給
が
そ
こ
に
集
中
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
商
品
の
輸
送

に
要
す
る
時
間
が
一
定
で
な
く
（
こ
と
に
帆
船
を
輸
送
手
段
と
す
る
ぱ
あ
い
）
ま
た
商
品
に
対
す
る
注
文
も
一
定
時
に
集
中
し
た
り
、
ま

た
長
期
間
に
わ
た
っ
て
な
ん
ら
の
注
文
も
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
商
社
み
ず
か
ら
が
大
鑓
の
商
品
在
庫
を
か
か
え
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
「
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
」
一
九
○
三
年
八
月
八
日
号
は
次
の
よ
う
に
指
橘
し
て
い
る
。
「
こ
の
便
利
な
発

明
（
電
信
の
こ
と
ｌ
引
廟
者
）
の
一
の
っ
結
果
は
、
…
以
前
の
時
代
の
大
商
人
が
不
曇
に
な
っ
た
．
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
急
速
に

存
在
を
や
め
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
昔
は
、
商
品
が
い
つ
つ
く
の
か
が
き
わ
め
て
不
た
し
か
だ
っ
た
の
で
、
大
童
の
在
庫
を

つ
ね
に
手
許
に
も
っ
て
い
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
故
危
大
な
資
本
を
有
す
る
大
商
人
が
発
生
し
、
彼
等
は
膨
大
な
倉
庫
を

（
註
四
）

所
有
し
て
い
て
、
そ
の
中
に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
商
ロ
叩
が
漸
次
消
費
さ
れ
る
た
め
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
。
」
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
販
売

代
金
の
入
手
で
す
ら
時
間
的
に
集
中
し
た
り
、
お
く
れ
た
り
し
て
い
た
。
こ
う
い
う
事
情
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド



と
の
貿
易
に
つ
い
て
は
十
九
世
紀
末
ま
で
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
商
人
Ａ
・
Ｗ
・
キ
ー
プ
、
ン
・
二
「
・
【
の
８

は
一
八
七
○
年
代
末
ご
ろ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
当
時
郵
便
は
月
一
返
だ
っ
た
。
四
週
間
ご
と
に
我
々
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
や
二
『
一
‐
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
手
紙
を
う
け
と
っ
た
Ｉ
又
臆
う
け
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
１
．
そ
う
い
う
手
紙
は
時
に
臓
期
日
通

り
に
き
た
が
、
期
日
通
り
に
こ
な
い
方
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
手
紙
が
き
た
時
、
そ
れ
は
ま
ち
こ
が
れ
て
い
た
多
額
の
現
金
を
も
た
ら
す

こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
大
て
い
は
手
紙
は
失
望
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
多
数
の
注
文
と
僅
か
の
現
金
。
そ
し
て
そ
う
い
う
時
に

は
某
々
氏
の
注
文
が
執
行
さ
れ
る
ぺ
き
か
、
そ
れ
と
も
約
束
さ
れ
た
送
金
が
到
清
す
る
ま
で
延
期
さ
れ
る
べ
き
か
、
を
き
め
る
た
め
何
時

（
注
五
）

間
も
気
づ
か
わ
し
い
時
間
が
す
ぎ
て
い
っ
た
。
一

商
社
の
活
動
が
四
週
間
に
一
返
づ
っ
の
郵
便
に
主
と
し
て
た
よ
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
は
今
日
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
お
ど
ろ
く
べ
き
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
時
ま
だ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
英
国
と
の
間
が
海
底
電
信
に
よ
っ
て
む
す
ば
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
（
太
洋
州
と
英
国
間
の
電
信
線
は
一
九
○
二
年
に
ふ
設
さ
れ
た
）
。

こ
れ
ゆ
え
に
、
十
九
世
紀
中
葉
ま
で
は
生
産
者
と
消
費
者
と
の
間
に
何
段
階
も
の
商
社
が
介
在
し
、
し
か
も
各
段
階
の
商
社
が
多
最
の

商
品
在
庫
を
長
期
間
か
か
え
て
い
て
、
注
文
の
あ
り
次
第
に
手
持
商
品
を
放
出
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
商
品
の
需
要
と
供
給
の
出
合
い

が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
は
世
界
各
地
の
商
品
の
需
要
と
供
給
を
集
中
し
、
い
わ
ば
世
界
の
商
社
と
し
て
の
機
能

を
果
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
で
生
産
さ
れ
、
ロ
シ
ア
で
消
饗
さ
れ
る
茶
は
、
イ
ン
ド
か
ら
ロ
シ
ア
の
黒
海
沿
岸
に
直
接
送
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
ま
ず
一
旦
ロ
ン
ド
ン
に
回
漕
さ
れ
、
そ
こ
で
ロ
シ
ア
か
ら
の
（
又
は
ほ
か
の
地
方
か
ら
の
）
茶
の
引
合
が
く
る
の
を
ま
た

（
駐
六
）

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
商
品
の
輸
送
麺

ら
に
ま
た
、
商
品
の
輸
送
期
間
が
不
安
定
で
あ
れ
ば
、
製
造
業
者
は
生
産
の
順
調
な
進
行
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
多
量
の
原

ロ
ン
ド
ン
手
形
割
引
市
掛
の
榊
造
変
化
に
つ
い
て
（
西
村
）

七
一



ｌｒ １
１
口
１
１
口

七
二

料
在
庫
を
保
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
放
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
方
式
で
商
品
取
引
が
行
な
わ
れ

る
か
ぎ
り
、
現
金
支
払
の
一
般
化
は
不
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
メ
ー
カ
ー
は
自
企
業
の
操
業
の
安
定
を
の
ぞ
め
ば
、
原
料
不
足
に
な
や

ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
つ
ね
に
大
量
の
原
料
を
手
持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
商
社
は
取
扱
商
品
の
仕
入
が
不
安
定
で
あ
る
以
上
、
膨

大
な
在
庫
を
か
か
え
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
顧
客
の
注
文
に
応
じ
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
輸
送
途
上
に
あ
る
商
品
の

大
鐘
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
言
及
す
る
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
遁
大
な
在
庫
品
の
形
で
資
本
を
凍
結
し
て
い
る
か
ぎ
り
、

資
産
の
流
動
性
は
ひ
く
く
（
原
料
、
半
製
品
、
製
品
、
商
品
等
も
広
義
の
流
動
資
産
で
は
あ
る
が
、
原
料
在
庫
が
実
際
の
製
造
エ
程
に
投

入
さ
れ
る
ま
で
の
平
均
時
間
が
長
く
、
製
品
在
庫
が
実
際
に
販
売
さ
れ
る
ま
で
の
平
均
時
間
が
災
い
ほ
ど
、
こ
れ
ら
資
産
の
流
動
性
は
ひ

く
く
な
る
で
あ
ろ
う
）
、
し
た
が
っ
て
ま
た
購
買
の
さ
い
に
現
金
支
払
を
行
な
い
う
る
余
裕
が
少
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
企
業
（
産
業
企
業
た
る
と
商
業
企
業
た
る
と
を
問
わ
ず
）
は
銀
行
か
ら
当
座
貸
越
の
形
で
資
金
を
借
入
れ
、
現
金
又
は
小
切
手
で
購
入

代
金
の
支
払
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
へ
こ
う
い
う
方
法
で
短
期
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
一
般
化
す
る
な
ら
ば
、
企
業
の
資

産
の
流
動
性
の
ひ
く
い
こ
と
が
、
銀
行
の
側
で
の
資
産
の
流
動
性
の
低
下
、
す
な
わ
ち
オ
ー
パ
ー
ロ
ー
ン
と
な
っ
て
反
映
す
る
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
当
時
の
英
国
の
条
件
の
下
で
は
、
オ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
ン
に
お
ち
い
っ
た
銀
行
は
、
ロ
ン
ド
ン
手
形
而
場
に
保
有
手
形
を
再
割

引
に
出
し
て
預
貸
率
の
引
下
を
は
か
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
銀
行
は
当
廊
賓
越
を
制
限
し
、
短
期
資
金
の
借
入
を

も
と
め
る
企
業
に
対
し
て
、
割
引
く
べ
き
為
替
手
形
の
提
出
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ゆ
え
に
商
品
在
庫
水
準
が
た
か

く
、
企
業
及
び
銀
行
の
資
産
の
流
動
性
が
ひ
く
い
な
ら
ば
、
現
金
支
払
は
一
般
化
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
八
六
○
年
代
ま
で
の

手
形
の
発
生
通
の
高
水
準
を
支
え
て
い
た
第
一
の
要
因
で
あ
る
。

（
駐
一
）
こ
の
点
は
ｃ
・
Ｗ
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ィ
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
明
砲
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
○
三
．
・
同
円
冒
・
『
Ｃ
ロ
ヨ
．
』
服
の
『
・
昌
旨
、
同
旨
日
風
の
二
①



｜ⅡＪ
・
・
・

。
‐
砂
ノ

’
五
委
託
販
売
制
度
の
崩
壊
と
内
国
手
形

と
こ
ろ
で
、
前
節
に
の
べ
た
よ
う
な
事
情
は
十
九
世
紀
の
七
○
年
代
以
後
急
速
に
か
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
一
八
六
六
年
九
月
の
大
西
洋

（
註
ご

横
断
海
底
電
信
線
の
ふ
設
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
棉
花
取
引
方
法
の
革
命
的
変
化
を
ひ
き
お
こ
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
後
世
界
的
な
海
底
電
信
線
綱
が
建
設
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
委
託
販
売
方
式
の
存
立
の
基
盤
は
次
第
に
ほ
り
く
ず
さ
れ
て
ゆ
き
、
メ
ー
カ

ー
相
互
間
又
は
メ
ー
カ
ー
と
外
国
商
社
と
の
間
の
直
接
取
引
の
傾
向
が
前
面
に
出
て
き
た
。

（
駐
三

ま
た
七
○
年
以
後
帆
船
が
汽
船
に
よ
っ
て
代
置
さ
れ
、
輸
送
期
間
の
不
安
定
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
大
量
在
庫
の
保

有
の
た
め
の
一
つ
の
条
件
が
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
八
六
九
年
十
一
月
に
お
け
る
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
は
ロ
ン
ド
ン
の
中
継
貿
易
の
基

（肱一一一）

礎
を
破
壊
し
た
・
こ
れ
ら
の
革
命
的
変
化
の
影
響
に
つ
い
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
商
人
、
ジ
ョ
ー
ジ
、
ロ
ー
ド
は
大
不
況
委
員
会
で
次
の

よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。
「
第
五
二
七
八
号
、
全
体
と
し
て
現
在
に
お
け
る
景
気
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
意
見
は
ど
う
で
す
か
。

景
気
回
復
の
見
通
し
腱
あ
り
震
ず
か
？
Ｉ
現
在
で
は
回
復
の
見
通
し
は
い
く
ら
か
あ
る
と
お
も
い
霞
す
．
た
と
え
ば
イ
ン
ド
の
大
市
場

ロ
ン
ド
ン
手
形
劉
引
市
場
の
榊
造
変
化
に
つ
い
て
（
西
村
）

七
三
．

吟
旦
冨
ロ
」
①
円
の
ロ
、
一
一
の
、
ザ
の
ロ
〕
且
臣
の
氏
⑦
ご
》
の
．
陰
」

（
註
一
一
）
Ｑ
息
冨
日
・
自
シ
ロ
向
８
口
○
日
一
・
国
⑪
庁
（
》
『
罠
Ｃ
【
三
（
〕
鳥
目
■
昌
国
盲
目
ご
ｃ
一
屋
・
七
℃
・
』
】
←

（
註
一
一
一
）
Ｑ
：
冒
日
》
○
℃
・
◎
芹
・
》
ご
○
一
国
Ｃ
］
】
四
頁
円
く
■
』
参
照
。

（
註
四
）
（
厚
の
【
の
『
§
盆
ロ
一
円
Ｈ
８
日
】
の
。
【
。
［
ｇ
の
Ｄ
Ｃ
一
・
日
の
の
．
】
ご
爵
の
《
の
国
蔑
禺
弓
ご
ｇ
》
己
・
唖
屋

（
註
五
）
少
・
言
・
尻
の
の
ど
（
《
の
一
〆
ご
居
囮
【
⑩
旨
田
口
⑩
ご
ｃ
⑪
②
、
少
四
日
】
ご
頒
冨
日
ど
の
円
冨
口
肝
幻
の
８
一
一
の
ｎ
回
目
の
Ｃ
［
○
一
』
目
一
己
の
富
の
昌
呂
⑫
ご
嘗
凶

Ｈ
の
己
ユ
ロ
［
［
『
○
日
公
団
胃
ヨ
ヨ
、
声
ロ
日
》
【
昌
一
Ｃ
［
梶
②
鐘
③
君
三
向
彦
一
の
丙
の
ご
庁
ご
国
』
Ｈ
日
旨
い
声
色
自
而
巨
匡
－
，
Ｆ
吾
【
“
【
］

（
註
六
）
固
く
苞
の
ｐ
８
ｚ
Ｃ
・
Ｓ
ｃ
目
日
昌
。
ｇ
】
□
旨
の
の
。
〔
固
く
固
の
ｐ
８
曾
庶
ロ
ワ
の
【
。
円
の
岳
の
”
。
Ｅ
＆
Ｃ
Ｏ
ロ
】
日
】
の
⑪
】
Ｃ
ｐ
Ｃ
ｐ
Ｄ
の
ご
閂
①
の
⑩
】
Ｃ
ｐ
Ｃ
〔
『
【
且
の

四
口
』
閂
ｐ
Ｑ
Ｅ
ｍ
斤
門
］
や
得
ぬ
⑭
の



１
１
１
口
Ｉ

七
四

地
］
日
碩
の
百
ｓ
四
口
目
肖
汽
の
府
で
は
、
在
庫
は
ず
っ
と
長
い
間
の
そ
の
水
準
よ
り
今
で
は
ひ
く
い
こ
と
が
分
り
ま
す
。
昨
年
末
ま
で
に

つ
い
て
の
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
の
報
告
が
丁
度
い
ま
は
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
在
庫
は
非
常
に
少
い
こ
と
が
分
り
ま
す
。

私
の
第
五
十
表
は
無
地
綿
布
の
在
庫
が
一
九
七
万
枚
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
が
Ｐ
前
年
末
に
は
そ
れ
は
一
一
三
五
万
四
千
枚
で
し

た
。
在
庫
は
イ
ン
ド
の
港
市
で
少
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
港
市
と
消
費
地
の
間
の
中
間
在
庫
も
僅
か
で
す
。
そ
し
て
鉄
道
と
厩
信
線
の
延

長
の
た
め
、
今
で
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
以
前
と
く
ら
ぺ
て
非
常
に
少
な
い
在
庫
し
か
か
か
え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
商
人
の
多
く
は
全
た
く

在
庫
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
今
で
は
主
と
し
て
現
地
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
勘
定
で
働
ら
い
て
お
り
、
注
文
さ
れ
た
だ
け
の
も
の
し
か

船
秋
し
ま
せ
ん
。
私
が
思
う
に
、
こ
れ
こ
そ
が
、
か
な
り
の
程
度
ま
で
、
不
況
が
感
ぜ
ら
れ
る
原
因
の
一
つ
で
す
。
と
い
う
の
は
、
電
信

と
鱈
の
鋤
ら
き
の
お
か
げ
で
、
こ
れ
ら
の
在
庫
や
中
間
在
庫
目
…
…
２
○
号
（
輸
送
途
中
の
商
品
の
こ
と
か
？
ｌ
引
用

者
）
が
処
分
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
実
際
、
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
は
、
そ
の
当
時
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
過
程
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
間
は
、

生
産
の
増
加
と
お
な
じ
こ
と
で
し
た
。
と
い
う
の
は
中
間
在
庫
が
梢
撰
者
に
お
し
つ
け
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
過
程
は
す
で
に
ゆ
き
つ

く
と
こ
ろ
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
ゆ
き
つ
い
て
し
ま
っ
た
、
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
う
い
う
事
情
で
す
か
ら
し
て
、
私
は
将
来
景
気
が
回
復

委
託
販
売
方
式
の
後
退
と
、
こ
れ
に
と
も
な
う
在
庫
の
大
巾
減
少
こ
そ
、
前
節
で
の
べ
た
現
金
支
払
の
普
及
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
尤
大
な
在
庫
と
い
う
形
で
凍
結
さ
れ
て
い
た
資
本
が
資
本
の
回
転
時
間
の
短
縮
の
た
め
解
放
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
一
方
で
は
産

業
（
及
び
商
業
）
企
業
の
資
金
ぐ
り
が
楽
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
他
方
で
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
貨
幣
市
場
に
お
け
る
資
金
の
需
給
関

係
が
改
善
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
上
記
の
事
は
、
在
庫
の
形
を
と
っ
て
い
た
資
本
が
貨
幣
資
本
の
形
を
と
り
、
銀
行
に

預
入
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
銀
行
の
。
ハ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
に
は
、
む
し
ろ
預
金
の
減
と
貸
出
の
減
と

く
と
こ
ろ
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
ゆ
き
つ
い

Ｐ

す
る
だ
ろ
う
、
と
希
望
し
て
い
ま
す
。
」



戦

か
く
し
て
大
量
か
つ
長
期
の
在
庫
の
存
在
を
存
立
基
盤
と
す
る
委
託
販
売
方
式
の
基
礎
が
く
ず
れ
た
の
で
あ
る
が
、
委
託
販
売
方
式
の

消
滅
を
も
た
ら
し
た
要
因
、
す
な
わ
ち
交
通
革
命
は
さ
ら
に
今
一
つ
の
重
要
な
変
化
を
、
商
品
の
流
通
機
構
に
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
す

な
わ
ち
中
間
商
人
の
排
除
、
国
内
メ
ー
カ
ー
間
の
叉
は
国
内
メ
ー
カ
ー
と
外
国
商
社
又
は
外
国
メ
ー
カ
ー
と
の
直
接
取
引
の
傾
向
で
あ

る
。
さ
き
に
あ
の
ぺ
た
ご
と
く
、
委
託
販
売
方
式
は
需
要
と
供
給
の
出
合
い
を
直
接
に
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
条
件
を
主
た
る

基
盤
と
し
て
発
生
し
た
取
引
様
式
な
の
で
あ
る
が
、
電
信
線
網
の
建
設
の
た
め
、
中
間
商
社
に
商
品
を
委
託
し
な
く
と
も
、
商
品
の
需
要

と
供
給
と
を
直
接
に
結
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
Ｍ
・
Ｗ
・
コ
レ
ッ
ト
旨
・
尋
・
○
・
一
頁
は

大
不
況
委
員
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
「
本
位
金
属
の
増
価
以
外
に
価
格
の
下
落
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
行
か
？
」
）
に
次
の
よ
う
に
答
え
だ

「
通
信
の
迅
速
化
さ
れ
た
手
段
⑩
と
く
に
電
信
こ
れ
に
よ
っ
て
地
球
の
反
対
側
に
い
る
買
手
と
売
手
と
す
ら
が
、
ほ
と
ん
ど
直
接
通
信
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
故
に
中
間
代
理
商
の
利
潤
が
排
除
さ
れ
た
。
コ
ス
ト
の
低
下
と
輸
送
期
間
の
短
縮
…
…
は
価
格
の
下
落
を
も
た
ら

（
独
五
）

し
た
。
：
．
…
」
こ
の
同
じ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
、
リ
ュ
ー
ク
・
ハ
ン
サ
ー
ド
、
Ｊ
・
Ｎ
・
ケ
イ
ン
ズ
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
な

ど
が
ほ
ぼ
お
な
じ
回
答
を
よ
せ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
物
価
の
下
落
で
あ
る
か
ら
、
直
接

取
引
Ⅱ
中
間
商
人
の
排
除
は
他
の
さ
ま
人
～
の
要
因
、
金
の
増
価
、
技
術
革
新
、
輸
送
費
の
低
下
、
等
斉
と
相
並
ん
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
我
に
が
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
の
は
直
接
取
引
の
普
及
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
傾
向
が
多
く
の
人
に
よ

ロ
ン
ド
ン
手
形
割
引
市
場
の
榊
造
変
化
に
つ
い
て
（
西
村
）

七
五

い
う
形
で
反
映
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
預
金
の
減
少
乃
至
の
び
な
や
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貨
幣
市
場
で
の
資
金
の
過
剰
と
低
金
利

が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
叉
、
銀
行
が
企
業
に
対
し
、
当
座
賃
趣
の
便
宜
を
以
前
よ
り
ゆ
る
い
条
件
で
許
し
、
企
業
は

小
切
手
で
購
買
代
金
の
支
払
を
お
こ
な
っ
て
、
現
金
支
払
に
伴
う
リ
ベ
ー
ト
と
、
銀
行
か
ら
の
借
入
金
の
利
子
と
の
差
額
を
取
得
す
る
こ

（
駐
四
）

と
を
も
と
め
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。



っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
た
り
る
。
さ
ら
に
大
不
況
委
員
会
は
英
国
各
地
の
商
工
会
議
所
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
回
答
の
中
で
中
間
商
人
の
排
除
に
言
及
し
て
い
る
も
の
は
、
ダ
ン
デ
ィ
ー
（
ジ
ュ
ー
ト
、
亜
麻
、
麻
の
紡
織
、

機
械
製
造
、
造
船
）
、
ヘ
ク
モ
ン
ダ
イ
ク
函
の
ｎ
戸
目
。
且
ョ
房
。
（
毛
布
及
び
カ
ー
ペ
ッ
ト
）
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
（
実
際
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
。
ア
ン
ド
。
カ
ウ
ン
テ
ィ
銀
行
の
モ
ク
ソ
ン
旨
・
Ｘ
Ｃ
ｐ
の
回
答
）
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
が
あ
る
。
ま
た
証
言
者
の
中
で
直
接
取
引
に
言
及

し
て
い
る
の
は
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
破
産
管
理
官
、
絹
商
人
）
、
第
四
九
一
号
、
グ
リ
プ
ル
の
回
与
宕
（
ロ
ン
ド
ン
の
服
地
商
）
第
四
○
七

○
号
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
（
オ
ル
ダ
ム
紡
紙
業
者
協
会
書
記
）
第
四
三
五
八
号
、
第
四
一
一
一
五
九
号
、
第
四
一
一
一
七
三
号
、
ロ
ー
ド
（
綿
布
商
）

第
五
二
七
八
号
、
シ
ム
プ
ソ
ン
（
プ
レ
ス
ト
ン
の
紡
綱
業
者
）
、
Ⅱ
１
（
紡
紙
か
ら
プ
リ
ン
ト
ま
で
の
一
貫
経
営
）
第
八
一
一
一
二
○
号
が
あ

る
（
も
っ
と
も
す
べ
て
の
証
人
が
直
接
取
引
と
電
信
の
利
用
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
は
綿
業
に
お
け
る

大
規
模
企
業
の
発
生
↓
大
量
の
棉
花
の
直
接
買
付
が
直
接
取
引
を
可
能
に
し
た
条
件
で
あ
る
、
と
し
、
シ
ム
プ
ソ
ン
は
マ
ー
ヂ
ン
の
減
少

の
結
果
、
中
間
商
業
利
潤
を
払
除
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
要
因
の
勘
ら
き
を
み
と

め
る
と
し
て
も
、
直
接
取
引
を
可
能
に
す
る
条
件
と
し
て
の
電
信
の
存
在
は
前
提
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
）
。
と
こ
ろ
で
委
託

販
売
方
式
が
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
商
品
の
販
売
に
要
す
る
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
在
庫
が
大
巾
に
減
少
し
、
し
か
も
中
間
商
人
を
排
除
す

る
直
接
取
引
の
方
式
が
普
及
す
れ
ば
、
商
業
信
用
の
授
与
を
必
要
と
す
る
機
会
も
、
ま
た
商
業
信
用
の
授
与
さ
れ
る
期
間
も
大
幅
に
へ
る

で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
従
来
は
、
た
と
え
ば
綿
布
が
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
で
生
産
さ
れ
て
か
ら
、
イ
ン
ド
の
市
場
で
販
売
さ
れ
る
ま
で

に
、
た
と
え
ば
生
産
者
↓
マ
ン
チ
ニ
ス
タ
ー
の
商
社
↓
ロ
ン
ド
ン
の
商
社
↓
ポ
ム
・
ヘ
イ
の
商
社
↓
イ
ン
ド
内
陸
の
商
社
と
い
う
よ
う
に
、

数
段
階
も
の
商
社
の
手
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
た
綿
布
が
生
産
さ
れ
て
か
ら
販
売
さ
れ
る
ま
で
の
全
取
引
が
英
国
の
割

引
市
場
で
は
数
枚
の
手
形
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
生
産
者
↓
ポ
ン
ペ
イ
の
商
社
の
間
の
直
接
取
引
の
た
め
一
枚
の
手
形
に

七
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（
注
六
）

よ
っ
て
の
み
代
表
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
９
℃
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
傾
向
は
一
八
七
四
年
に
は
じ
ま
る
銀
価
格
の
下
落
に
よ
っ
て
さ
ら
に
つ
よ
め
ら
れ
た
。
こ
の
点
を
一
八
八
七
年
の
金
銀
委
員
会

罰
。
］
ロ
一
○
○
白
日
厨
の
一
○
口
■
ご
己
○
旨
庁
の
ｑ
８
百
□
巳
閂
の
］
ロ
８
片
彦
の
罰
の
８
口
【
○
ロ
陣
ロ
砲
８
日
｛
ロ
の
宛
の
一
四
二
ぐ
の
ご
囚
旨
の
の
。
｛
戸
彦
の
甸
局
。
｝
○
口
、

冨
の
画
一
の
》
届
、
『
（
通
常
は
⑦
○
一
Ｑ
目
旦
の
一
一
ぐ
の
Ｈ
○
・
日
目
の
一
○
口
と
よ
ば
れ
る
）
の
証
言
録
の
中
か
ら
中
国
及
び
日
本
へ
の
輸
出
業
者
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ド
Ｐ
□
・
勺
目
『
目
△
・
言
・
句
・
の
証
一
一
胃
を
と
り
だ
し
て
な
が
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
「
鋪
三
一
一
五
一
一
一
号
。
…
…
銀
柵
臓
愉

の
下
落
以
前
の
一
八
七
三
年
に
、
あ
な
た
が
藝
叩
を
上
海
に
お
く
っ
た
．
と
し
童
し
よ
う
．
ｌ
私
は
ラ
デ
雲
ス
タ
ー
で
蕊
品
の

送
り
状
を
か
い
、
そ
れ
を
船
で
お
く
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
送
り
状
の
金
額
だ
け
の
六
ヶ
月
の
ロ
ン
ド
ン
宛
手
形
を
ふ
り
出
し
ま
す
。
も

し
売
上
金
が
六
ヶ
月
以
内
に
中
国
か
ら
も
ど
っ
て
こ
な
い
な
ら
、
私
は
手
形
を
た
と
え
ば
三
ケ
月
だ
け
更
新
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
ま

で
に
は
こ
れ
ら
商
品
の
売
上
金
は
私
の
手
元
に
も
ど
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
」
「
第
一
一
一
二
六
○
号
…
…
船
緬
賛
物
の
金
融
方
法
に
大
き
な
変

化
が
生
じ
た
の
は
一
八
七
六
年
に
お
い
て
で
し
た
。
そ
の
時
東
方
と
貿
易
し
て
い
た
多
数
の
も
の
が
、
銀
価
の
下
落
に
脅
威
を
感
じ
、
ロ

ン
ド
ン
宛
に
手
形
を
ふ
り
だ
す
か
わ
り
に
、
上
海
宛
に
テ
ー
ル
為
替
、
香
港
及
び
日
本
あ
て
に
は
ド
ル
為
替
を
ふ
り
出
し
ま
し
た
。
荷
送

り
人
は
六
十
日
期
限
の
上
海
宛
手
形
を
ふ
り
だ
し
、
こ
の
手
形
を
ロ
ン
ド
ン
の
銀
行
が
、
銀
行
の
定
め
る
為
替
相
場
で
か
い
と
り
、
こ
れ

（
肱
七
）

に
よ
っ
て
荷
送
り
人
は
為
替
嫡
砺
相
の
低
落
に
よ
る
リ
ス
ク
か
ら
免
か
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」

み
ら
れ
る
と
う
り
一
八
七
三
年
以
前
に
は
東
方
と
の
商
品
輸
出
（
お
そ
ら
く
委
託
販
売
方
式
に
よ
る
）
は
、
最
長
九
ケ
月
ま
で
も
の
支

払
猶
予
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
商
品
の
輸
送
期
間
、
代
金
の
送
付
期
間
、
お
よ
び
現
地
で
の
商
品
の
販
売
ま
で

に
必
要
と
さ
れ
る
時
間
の
す
べ
て
が
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
長
期
の
手
形
が
輸
出
金
融
の
手
段
と
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と

か
ら
し
て
す
で
に
、
一
八
七
○
年
代
以
前
の
資
本
の
平
均
流
通
時
間
が
い
か
に
な
が
く
、
し
た
が
っ
て
資
本
の
年
間
平
均
回
転
率
が
い
か

百
ソ
ド
ソ
手
形
劉
引
市
場
の
辮
造
変
化
に
つ
い
て
〈
西
村
）

七
七



に
ひ
く
か
っ
た
か
が
よ
く
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
上
記
証
言
で
は
、
金
融
方
式
の
変
化
の
原
因
は
銀
価
格
の
下
落
Ⅱ
為
替
相
場
の
変

動
の
リ
ス
ク
に
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
直
接
の
原
因
は
そ
の
と
う
り
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
六
十
日
払
外
国
宛
手
形
の
利
用
が
可
能
に
な
っ

た
基
礎
は
や
は
り
輸
送
期
間
、
代
金
送
付
期
限
（
電
信
為
替
の
利
用
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
○
に
な
る
）
の
短
縮
、
さ
ら
に
は
電
信
に
よ
っ
て

世
界
各
地
の
市
況
が
直
ち
に
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
供
給
過
剰
の
市
場
へ
商
品
を
お
く
り
こ
ん
で
在
庫
期
間
を
無
用
に

延
長
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
が
基
礎
的
な
条
件
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
つ
い
で
な
が
ら
つ
け
加
え
る
と
、
電

信
に
よ
る
世
界
各
地
の
市
況
の
把
握
の
可
能
性
が
一
八
七
○
年
代
以
後
の
「
競
争
の
激
化
」
と
い
わ
れ
る
現
象
の
前
提
条
件
で
あ
る
）
。

手
形
が
こ
の
よ
う
な
方
式
で
ふ
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
以
前
は
た
と
え
ば
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
か
ら
イ
ン
ド
に
む
け
て
商
品
が
輸
出

さ
れ
た
と
し
て
、
こ
の
取
引
か
ら
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
の
地
方
都
市
↓
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
マ
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
↓
ロ
ン
ド
ン
、
ロ
ン
ド
ン
↓
ロ

ン
ド
ン
（
あ
る
い
は
ロ
ン
ド
ン
↓
外
国
）
と
い
う
一
一
一
枚
の
手
形
、
し
か
も
そ
の
う
ち
少
く
と
も
二
枚
は
純
粋
の
内
国
手
形
が
発
生
し
た
も

の
が
、
新
ら
し
い
方
式
に
よ
れ
ば
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
↓
外
国
と
い
う
外
国
手
形
が
一
枚
発
生
す
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
七
○
年

代
以
降
の
内
国
手
形
の
減
少
と
海
外
手
形
の
増
加
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
海

〈
註
八
）

外
手
形
の
増
加
の
基
本
的
な
動
因
は
世
界
貿
易
の
急
激
な
発
展
に
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
註
一
）
「
こ
の
港
（
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
）
の
一
般
的
な
貿
易
活
動
が
、
こ
の
革
命
的
座
革
（
海
底
旺
線
の
ふ
設
に
伴
う
）
に
自
ら
を
適
合
さ
せ
お
わ
る

ま
で
は
、
商
人
社
会
は
手
い
だ
い
打
蝋
を
う
け
た
。
と
い
う
の
は
棉
花
そ
の
他
の
商
品
の
委
雁
販
売
が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
以

前
は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
商
人
の
手
を
経
由
し
て
輸
出
さ
れ
て
い
た
輸
出
用
エ
業
製
品
が
製
造
業
者
に
よ
っ
て
直
接
、
購
入
者
淀
鉛
譲
手
形
つ
き
で
お
く

り
だ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
種
の
輸
出
業
務
も
大
巾
に
う
し
な
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
っ
て
は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
ほ
こ
り
で
あ
っ

た
古
い
商
社
が
ま
も
な
く
消
え
う
せ
た
。
こ
れ
ら
商
社
は
性
格
を
全
く
か
え
て
上
記
の
よ
う
な
迩
革
に
対
応
す
る
か
、
又
は
、
非
常
に
し
ば
し
ば
生

じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
閉
店
す
る
外
な
か
っ
た
。
」
（
国
【
・
ミ
ロ
》
の
宮
ご
］
旦
庫
９
．
》
因
の
胃
・
【
臣
ぐ
目
目
Ｃ
ｌ
目
。
、
庁
。
ｇ
・
田
『
・
ゴ
ロ
》
ぃ
屋
］
勺
一
堕

、
七
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｜
Ｉ

嶺

英
帝
国
汽
船
ト
ン
数
同
上
帆
組
ト
ン
数

一
八
六
○
年
五
○
○
千
ト
ン
五
二
一
一
千
ト
ン

一
八
七
○
年
一
二
○
二
”
五
九
四
七
”

一
八
七
九
年
二
七
一
一
一
三
”
五
七
二
九
〃

当
時
汽
船
の
一
ト
ン
は
帆
船
の
三
・
五
’
四
ト
ン
に
等
し
い
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
一
八
七
○
年
ご
ろ
に
は
、
輸
送
能
力
の
点
で
は
汽
船
依
存
鹿
と

帆
組
へ
の
依
存
度
と
が
等
し
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
い
て
な
が
ら
、
帆
船
か
ら
汽
船
へ
の
こ
の
変
化
の
過
程
（
そ
れ
は
同
時
に
木
造
船
か
ら
鉄

船
（
つ
い
で
鋼
船
へ
の
職
換
の
過
程
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
）
の
中
で
、
英
国
が
海
運
業
に
閲
し
て
、
他
国
を
大
巾
に
ひ
き
は
な
し
、
い
わ
ば
海

運
業
に
関
す
る
独
占
的
地
位
を
樹
立
し
た
こ
と
に
注
意
す
ぺ
き
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
八
六
○
年
に
は
英
国
は
七
一
二
一
千
ト
ン
（
汽
船
の
一
ト
ン

Ⅱ
帆
船
の
四
ト
ン
と
し
て
帆
船
換
算
）
を
保
有
し
て
い
た
が
、
世
界
の
他
の
緒
国
は
約
八
○
○
万
帆
始
ト
ン
を
有
し
て
い
た
（
合
衆
国
の
内
陸
河
川

用
船
舶
を
の
ぞ
く
）
。
と
こ
ろ
が
一
八
七
九
年
に
は
英
国
は
一
六
○
○
万
帆
船
ト
ン
を
保
有
し
、
他
の
諸
国
は
一
一
○
○
万
’
二
五
○
万
帆
船
ト

ン
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
海
迎
業
に
お
け
る
英
国
の
こ
の
目
ざ
ま
し
い
発
展
は
英
国
の
造
船
業
（
こ
と
に
鉄
、
鋼
船
建
造
）
の
発
展
を
ひ
き

お
こ
し
、
造
船
業
の
発
展
は
機
械
エ
業
、
鉄
鋼
業
の
発
展
を
規
定
し
、
さ
ら
に
は
石
炭
鉱
業
（
汽
船
の
燃
料
、
鉄
鋼
業
の
原
料
と
し
て
の
石
炭
の
需

要
は
十
九
世
紀
後
半
に
飛
醐
的
に
の
び
た
）
の
発
展
腰
影
靭
を
与
え
た
。
か
く
し
て
英
国
海
巡
業
の
発
展
は
英
国
虹
エ
業
全
体
の
発
展
を
大
き
く
規

定
す
る
こ
と
と
な
る
。
（
以
上
の
数
字
は
《
《
の
画
二
ｍ
［
ご
鈩
目
一
隠
薄
】
⑫
ｇ
の
記
耶
向
。
、
｝
恩
勺
同
の
ｇ
且
朋
目
８
禺
の
８
．
よ
り

（
識
三
）
「
我
鬮
の
中
繼
…
は
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
か
？
Ｉ
多
く
の
簡
晶
鱈
つ
い
て
決
篭
的
に
そ
う
で
す
．
私
陰
画
イ
ス
組
合
の
う
．
《
‐

で
、
そ
の
保
険
業
者
で
す
の
で
、
増
大
な
趾
の
保
険
が
部
屋
で
取
引
さ
れ
る
の
を
常
に
ゑ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
は
中
国
及
び
英
領
イ
ン
ド
と
地
中

海
猪
港
の
間
の
直
接
取
引
が
非
常
に
大
き
く
噸
大
し
た
こ
と
腫
気
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
麺
の
貿
易
は
以
前
は
我
国
に
来
て
い
た
も
の
な
の
で
す

が
。
…
…
た
と
え
ば
茶
に
つ
い
て
み
ま
し
美
う
。
昔
は
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
茶
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
汽
船
で
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ス
バ
ー
グ
に
送
ら

ロ
ン
ド
ン
手
形
鰯
引
市
場
の
榊
造
変
化
に
つ
い
て
（
西
村
）

七
九

'■、

る選ＥＩ
Ｃ二｡Ｏ

ｃ
・
・
冨
の
月
冨
具
熈
冒
丙
の
日
電
Ｓ
ｇ
己
・
患

こ
の
変
化
は
一
八
七
○
年
代
に
生
じ
た
。
英
帝
国
の
保
有
汽
船
ト
ン
数
と
同
帆
船
ト
ン
数
は
次
の
よ
う
な
推
移
を
ふ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ

１
１
１
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三
名
（
】

て
い
る
。

（
註
四
）

の
た
め
、

八
○

れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
非
常
に
多
額
の
保
険
証
掛
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
麺
の
征
綴
を
か
な
り
の
間
承
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
中
国
か
ら

オ
デ
ッ
サ
ヘ
の
直
接
の
船
荷
に
つ
い
て
の
非
常
に
多
額
の
保
険
厩
祷
を
私
は
見
て
い
ま
す
。
ま
た
綱
に
つ
い
て
来
ま
し
ょ
う
。
以
前
私
は
国
日
訂
・

日
ロ
）
３
の
大
規
模
な
絹
企
業
と
間
接
に
関
係
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
絹
は
常
に
ロ
ン
ド
ン
に
き
て
、
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
市
場
で
う
ら
れ
、
そ
し

て
そ
の
絹
の
一
部
が
大
陸
に
輸
送
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
リ
ヨ
ン
そ
の
他
に
う
ご
か
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
私
が
関
係
を
も
っ
て
い
た
過
去
三
’
四
年

間
は
、
銅
は
直
接
マ
ル
セ
イ
ユ
や
ヴ
ェ
ー
ー
ス
に
ゆ
き
、
そ
れ
か
ら
大
陸
中
に
分
配
さ
れ
、
我
国
に
は
全
然
こ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
棉
花
を
と
っ

て
熟
ま
し
よ
う
。
先
週
、
私
は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
に
ゆ
き
、
一
、
こ
の
人
に
あ
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
不
況
に
つ
い
て
こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は

一
翻
瓢
の
業
務
は
完
全
に
彼
ら
の
手
か
ら
失
な
わ
れ
た
、
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
業
務
と
は
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
市
楊
で
棉
花
を
か
い
、
ロ
シ

ア
そ
の
他
い
る
ノ
～
た
大
陸
の
港
に
輸
出
す
る
業
務
で
す
。
今
で
は
棉
花
は
い
る
ｊ
～
な
生
産
地
か
ら
、
大
陸
へ
面
接
に
ゆ
き
ま
す
。
」
ｚ
Ｐ
Ｂ
ｓ
西

日
【
冒
筥
ヨ
ロ
斤
囲
・
【
固
く
】
ｑ
の
ｐ
ｏ
の
薗
汚
の
ロ
ケ
の
ざ
『
の
ｓ
の
”
◎
百
一
○
・
日
目
畷
Ｓ
ｐ
Ｃ
ｐ
Ｄ
の
頁
の
服
】
・
ロ
・
〔
日
日
。
の
口
目
盲
目
⑪
〔
『
］
》
屋
⑪
⑦
「
そ
の

変
化
の
原
因
は
な
ん
で
す
か
？
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
で
す
か
、
そ
れ
と
も
我
点
が
聞
き
お
よ
ん
で
い
る
運
筑
リ
ン
グ
（
海
運
業
に
お
け
る
カ
ル
テ

ル
の
一
麺
ｌ
引
鬮
者
）
の
せ
い
で
す
か
？
ｌ
こ
れ
に
瞳
ス
ニ
ズ
運
河
の
開
通
の
影
櫻
が
非
橘
に
大
き
い
の
で
す
．
震
た
今
鏑
も
い
つ
い
た
こ
と

で
す
が
、
ア
ソ
ト
ソ
ー
プ
に
は
荷
積
、
荷
下
し
の
た
め
の
す
ぐ
れ
た
施
股
や
ド
ッ
ク
が
あ
り
、
そ
こ
へ
の
直
接
貿
易
は
い
ち
じ
る
し
く
期
大
し
ま
し

た
。
…
…
更
に
又
今
一
つ
の
点
が
あ
り
ま
す
。
も
と
は
中
国
や
日
本
か
ら
直
接
ロ
ン
ド
ン
に
や
っ
て
き
て
耐
蔵
し
た
汽
船
が
、
今
で
は
ハ
ム
プ
ル

ク
、
ア
ソ
ト
ワ
ー
プ
、
ア
ー
ヴ
ル
等
の
場
所
に
荷
繭
糸
に
ゆ
き
、
そ
れ
か
ら
ロ
ソ
ド
ソ
に
来
て
、
中
国
に
向
け
て
出
発
し
ま
す
。
こ
う
い
う
掲
所
か

ら
の
叉
易
は
大
巾
に
ふ
え
て
ま
す
。
」
Ｚ
。
．
ｇ
ヨ
ム
ヨ
ニ
ー
①
言
ご
貝
冊
。
【
向
く
己
の
己
８
日
戸
の
ロ
ヮ
の
さ
『
の
夢
の
”
◎
百
一
○
．
日
日
】
凶
Ｃ
ｐ
ｏ
ｐ
月
日
』
の

四
目
白
目
、
［
ｑ
・
以
上
の
証
曾
は
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ラ
ム
ズ
デ
ソ
・
プ
ラ
イ
ス
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
外
に
も
ロ
ソ
ド
ソ
の
船
舶
業
者

デ
ヴ
ィ
ッ
ト
（
Ｚ
。
．
】
冨
冨
）
ペ
ル
ブ
ァ
ー
ス
ト
の
船
舶
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
、
ハ
ー
グ
（
Ｚ
Ｃ
・
巴
司
⑭
Ｚ
○
・
巳
ｓ
②
）
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
船
主
協
会
の
代
表

三
名
（
Ｓ
ｍ
念
）
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ス
チ
ー
ム
・
ナ
ヴ
ィ
ゲ
イ
シ
ョ
ソ
会
社
の
カ
タ
ー
ン
ズ
（
ｚ
○
・
口
題
Ｐ
）
が
中
継
貿
易
の
減
少
に
つ
い
て
柾
目
し

「
非
常
に
最
近
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
諸
行
が
、
紡
徴
業
者
の
不
当
で
不
規
則
な
投
激
を
で
き
る
だ
け
チ
ニ
ッ
ク
し
よ
う
と
し
て
と
っ
た
措
置

手
形
支
払
の
綱
慶
憾
現
金
支
払
の
制
度
腱
よ
っ
て
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
．
そ
し
て
そ
の
条
件
緯
紡
錘
業
者
と
輸
入
商
ｌ
又
は
篭
の
代
理
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－－

（
註
五
）
の
ｓ
庁
の
日
の
ご
［
三
・
・
コ
ご
貝
一
コ
す
］
三
・
コ
・
○
・
一
一
の
（
・
【
二
】
の
［
溝
二
六
ａ
向
口
因
冒
日
田
己
己
呂
二
⑩
声
の
」
旨
シ
ご
己
の
己
一
ｘ
○
・
｛
夢
の

芹
三
『
二
元
の
宮
耳
具
二
】
の
再
○
百
一
○
）
ヨ
ヨ
】
脇
】
◎
・
ロ
ロ
の
己
【
の
脇
一
・
コ
。
【
曰
３
１
の
四
目
閂
ａ
ｐ
ｍ
言
］

（
註
六
）
つ
い
で
な
が
ら
委
託
販
売
制
度
の
盛
時
に
は
、
資
金
の
調
達
の
た
め
に
商
品
を
輸
出
す
る
（
輸
出
先
で
そ
の
商
品
に
対
す
る
需
要
が
あ
る
か

ど
う
か
を
無
視
し
て
）
と
い
う
委
駈
販
売
方
式
の
溌
用
が
生
じ
た
。
一
八
七
八
年
十
二
月
七
日
の
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
ヘ
の
投
薔
「
東
方
貿
易
に
お
け
る

手
形
」
囚
］
］
叩
ご
】
巌
禺
の
日
目
円
且
の
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
…
…
長
い
ユ
ー
ザ
ソ
ス
が
、
委
託
商
品
の
価
値
を
、
こ
の
商
品
担
保
で
振
出

さ
れ
た
手
形
の
満
期
以
前
に
実
現
す
る
可
能
性
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
商
品
を
、
そ
れ
の
取
引
か
ら
え
ら
れ
る
利
得
の
た
め
で
は
な
く
、
資

金
調
達
の
手
段
と
し
て
、
す
な
わ
ち
信
用
痩
得
の
手
段
と
し
て
、
購
入
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
誘
発
し
た
。
こ
の
た
め
東
方
市
場
で
ひ
き
お
こ
さ
れ

競
争
は
、
こ
の
こ
と
は
と
く
に
中
国
の
茶
に
つ
い
て
よ
く
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
が
、
現
地
で
の
価
格
を
非
常
腱
つ
り
上
げ
、
そ
の
た
め
商
品
の
究

極
的
な
販
売
は
、
利
益
で
は
な
く
、
損
失
に
結
果
し
た
。
我
国
か
ら
輸
出
さ
れ
る
商
品
も
、
手
形
を
振
出
す
と
い
う
目
的
で
船
祇
さ
れ
た
。
そ
し
て

飽
和
し
た
市
場
殖
］
Ｐ
［
【
日
日
、
『
六
の
庁
に
到
着
し
た
時
、
損
を
し
て
う
ら
れ
た
。
ま
た
商
品
を
二
人
も
一
一
一
人
も
の
手
を
と
う
し
て
、
一
一
重
、
一
一
一
重
の
手

形
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
各
た
が
金
融
取
引
菌
口
歸
ヨ
昶
園
困
日
・
ロ
の
の
対
象
と
さ
れ
た
。
」

（
註
七
）
ナ
シ
・
ナ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
カ
ム
．
〈
ニ
ー
の
社
長
ｗ
・
Ｊ
・
ト
ム
プ
ソ
ソ
は
内
国
手
形
の
急
減
少
の
原
因
を
一
八
八
三
年
の
同
社
の

株
主
総
会
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
、
と
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
「
彼
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
等
か
ら
東
方
に
送
ら
れ
た
貨
物
の
受
取

人
に
直
接
に
手
形
を
ふ
り
だ
し
、
中
間
の
ロ
ン
ド
ン
の
銀
行
又
は
金
融
機
関
日
巴
弄
【
】
『
Ｂ
の
に
ふ
り
だ
さ
な
い
、
と
い
う
習
慣
が
発
生
し
た
、
と

い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
趣
の
手
形
は
も
は
や
以
前
の
よ
う
腱
は
ロ
ン
ド
ン
だ
け
に
集
中
し
な
い
で
、
そ
の
反
対
に
海
外
の
銀
行
の
手
中
に
入

る
。
上
記
の
銀
行
は
手
形
担
保
の
前
貸
を
し
た
り
、
手
形
を
割
引
い
た
り
し
、
満
期
に
な
る
と
彼
ら
の
外
国
代
理
店
を
通
じ
て
代
金
を
と
り
た
て

ロ
ン
ド
ン
手
形
割
引
市
場
の
綱
造
変
化
に
つ
い
て
（
西
村
）

八
一

要
目
四
ｍ
囚
哨
］
ロ
の
ロ
旨
桿
⑬
③
⑬
）

人
た
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
ｌ
の
間
で
ば
原
料
の
購
入
後
十
側
以
内
の
認
：
紡
織
轤
瀞
と
繊
術
腱
費
す
な
わ
ち
紡
糸
を
慨
入
れ
る
製
繼
瀧
滞
と
の

間
で
は
、
十
四
日
以
内
に
現
金
支
払
が
行
な
わ
れ
た
ぱ
あ
い
》
』
は
二
％
％
引
、
六
週
間
以
内
に
支
払
わ
れ
た
な
ら
ば
一
％
％
引
で
あ
る
。
》
」
の
制
度

が
全
面
的
に
つ
づ
け
ら
れ
た
な
ら
ば
、
紡
績
業
者
の
取
引
を
全
く
現
金
に
か
ぎ
り
、
彼
の
事
業
の
中
で
発
生
し
た
取
引
を
と
も
か
く
も
反
映
す
る

手
形
の
券
面
に
彼
の
名
前
が
出
る
こ
と
を
阻
止
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
」
（
《
国
三
○
【
（
－
８
ｚ
ｏ
〔
＄
ご
臼
Ｄ
Ｃ
目
｛
ｑ
棉
凌
回
丙
の
【
寧
日
員
】
凌
己
天
日
の
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六
結

瞼

本
論
文
の
最
初
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
内
国
為
替
手
形
の
減
少
の
原
因
に
つ
い
て
は
従
来
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
の
説
明
が
あ
る
。
し
か

し
そ
の
多
く
は
ま
っ
た
く
問
題
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
論
述
で
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
第
一
の
銀
行
合
同
運
動
に

内
国
手
形
の
為
減
の
原
因
を
も
と
め
る
説
は
Ｗ
・
Ｔ
・
Ｃ
・
キ
ン
グ
の
見
解
な
の
で
あ
る
が
、
キ
ン
グ
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

雌
重
要
の
も
の
は
銀
行
合
同
迩
肋
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
支
店
銀
行
制
の
大
き
な
拡
張
を
と
も
な
い
、
多
く
の
銀
行
を
し
て
各
自
の
組
織

内
で
『
平
衡
』
機
能
を
お
こ
な
う
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
こ
の
機
能
の
た
め
に
は
、
以
前
に
は
手
形
市
場
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

が
、
…
…
一
八
七
八
年
に
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
市
銀
行
の
破
産
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
た
め
予
備
負
債
の
原
則
が
採
用
さ
れ
る
に
い
た
り
有
限
責
任

銀
行
の
設
立
の
主
な
障
碍
が
な
く
な
っ
て
か
ら
真
に
大
規
模
な
銀
行
業
の
時
代
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
支
店
数
は
、
一
八
八
一
年
以

前
の
九
年
間
に
は
一
一
一
五
％
を
増
加
し
て
二
四
一
三
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
つ
づ
く
十
年
間
に
は
さ
ら
に
四
○
％
増
加
し
て
一
一
一
一
一
一
八
一
一
一
と

な
っ
た
。
こ
の
発
展
の
た
め
、
大
銀
行
が
そ
の
「
農
業
」
支
店
の
預
金
に
よ
《
て
、
『
工
業
』
支
店
の
盗
金
需
要
を
ま
》
ヅ
な
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
融
資
の
標
準
的
手
段
と
し
て
、
手
形
を
用
い
る
た
め
の
主
要
な
理
由
の
一
つ
が
な
く
な
っ
た
。
銀
行
が
手
形
割
引
で
顧
客
に

る
。
こ
の
ぱ
あ
い
、
芦
ソ
ド
ソ
は
も
は
や
必
要
で
は
な
い
。
」
（
《
・
の
Ｂ
二
ｍ
－
ご
戸
巨
砠
尻
庁
屋
寧
停
顛
溺
》
弓
・
』
『
⑦
Ｉ
『
）

（
註
八
）
つ
い
で
な
が
ら
内
国
手
形
の
こ
の
減
少
は
基
本
的
に
は
不
承
気
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
八
九
六
年
以
後
の
長
期
の
好
況
の
さ
い
に
内
国

手
形
の
数
量
が
ふ
え
た
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
し
、
又
本
譲
文
で
と
り
あ
つ
か
っ
た
時
期
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
一
八
八
○
年
と
い
う
の
は
活
況

の
年
で
あ
あ
る
が
、
こ
の
年
の
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
に
次
の
記
耶
が
の
っ
た
。
二
般
的
に
、
数
字
の
上
で
は
、
過
去
十
二
ヶ
月
間
に
市
場
の
一
般
取
引

（
こ
こ
で
市
場
と
い
う
の
は
金
麟
市
勤
の
こ
と
で
あ
る
Ｉ
引
用
者
）
は
大
し
て
ふ
え
て
い
な
い
．
蝋
大
し
た
事
業
活
動
は
主
と
し
て
当
願
質
鎧
よ

び
現
金
取
引
盲
。
（
］
‐
【
Ｃ
‐
日
（
）
こ
こ
・
目
。
Ｂ
呂
冒
“
一
目
器
の
噸
で
あ
っ
て
、
信
用
に
も
と
ず
く
耶
業
目
⑪
旨
の
船
５
８
口
ｏ
【
の
ａ
［
の
増
で
は
全
く

な
い
（
弓
宮
の
原
伝
一
Ｗ
冒
云
言
い
餌
凹
］
〔
‐
Ｋ
８
Ｈ
》
旨
二
局
貴
い
白
こ
め
［
ご
富
頃
巳
冤
匿
》
屋
ｇ
）

■
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｜
〃慰
熟

融
資
し
て
も
、
貸
付
ま
た
は
前
貸
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
融
資
し
て
も
、
多
く
の
点
か
ら
ど
ち
ら
で
も
同
じ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て

顧
客
に
と
っ
て
は
、
賃
越
制
度
の
弾
力
性
の
方
が
決
定
的
に
魅
力
的
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
支
店
銀
行
の
普
及
の
た
め
、
多
く
の
産
業
で
金

（
砿
夛

融
の
標
準
的
手
段
と
し
て
は
、
国
内
手
形
は
徐
痔
に
『
信
用
貸
』
。
□
の
ｐ
ｎ
Ｈ
の
已
斤
の
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
。
」

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
事
実
と
は
合
致
し
な
い
。
「
農
業
」
地
方
の
支
店
の
余
剰
資
金
を
工
業
地
方
の
支
店
へ
移
動
さ
せ
う
る
た
め

に
は
、
全
国
的
支
店
網
を
有
す
る
巨
大
銀
行
の
設
立
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
巨
大
銀
行
は
、
一
八
八
○
年
代
に
は
一
行
（
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
シ
ャ
ル
。
、
ハ
ン
ク
・
オ
ブ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
に
引
用
し
て
き

た
証
言
か
ら
分
る
よ
う
に
、
国
内
手
形
の
急
減
は
ま
さ
に
八
○
年
代
以
前
か
ら
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
手
形
の
減
少
の
原
因
を
産
業
に
お
け
る
企
業
集
中
に
も
と
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
コ
ン
ビ
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
形
成
は
中
間

商
業
と
、
し
た
が
っ
て
商
業
手
形
の
発
生
を
排
除
す
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
一
九
世
紀
後
半
の
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
、
お
よ
び
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー

で
は
、
コ
ム
ピ
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
形
成
は
い
ち
じ
る
し
く
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
紡
織
分
離
、
地
域
的
専
業
化
の
進
行
の
た
め
に
、
か

え
っ
て
紡
織
一
貫
経
営
の
解
体
が
つ
よ
い
潮
流
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
国
内
手
形
の
「
消
滅
」
と
い
わ
れ
る
時
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー

お
よ
び
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
に
再
割
引
の
た
め
送
ら
れ
て
く
る
手
形
の
数
量
が
へ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
主
と
し
て
問
題
に
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
産
業
に
お
け
る
垂
直
統
合
の
進
行
が
手
形
の
発
生
趾
の
減
少
を
ひ
き
お
こ
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
い
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
重
エ
業
の
分
野
で
の
垂
直
統
合
の
進
行
は
十
九
仙
紀
の
八
十
年
代
か
ら
次
第
に
顕
著
に
な
り
は
す
る
も
の
の
、
六
、

七
十
年
代
に
お
け
る
国
内
手
形
の
発
生
並
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
減
少
を
説
明
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
キ
ン
グ
は
手
形
減
少
の
原
因
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
も
の
べ
て
い
る
。
｜
産
業
『
一
ン
パ
イ
ン
の
成
長
の
た
め
企
業
の
本
店
が

そ
の
小
売
顧
客
の
多
数
の
手
形
を
監
視
す
る
こ
と
と
、
満
期
支
払
を
確
保
す
る
こ
と
と
が
ま
す
ノ
～
な
つ
か
し
く
な
り
、
現
金
支
払
、
ま

ロ
ソ
ド
ソ
手
形
割
引
市
場
の
榊
造
変
化
に
つ
い
て
（
西
村
）

八
三



た
は
少
く
と
も
帳
簿
勘
定
一
ｍ
骨
の
『
：
８
目
【
に
よ
る
信
用
の
方
が
決
定
的
に
こ
の
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
ら
た
な
、

か
つ
傭
げ
し
い
競
争
は
、
現
金
リ
ベ
ー
ト
の
制
度
を
一
般
化
し
つ
つ
あ
り
、
手
形
に
よ
る
支
払
を
決
定
的
に
不
利
益
と
し
塗
｝
こ
れ
は
、

一
見
す
る
と
明
快
な
説
明
で
あ
る
が
、
実
は
複
雑
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
第
一
に
、
「
産
業
コ
ソ
．
〈
イ
ン
」
が
現
金
支
払
の
方
を
こ
の

む
に
い
た
っ
た
、
と
し
て
、
そ
れ
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
の
顧
客
の
方
で
、
現
金
支
払
を
行
な
い
う
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
ど
う
い
う
条
件
の

下
で
あ
っ
た
の
か
、
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
」
の
顧
客
た
る
諸
企
業
の
資
産
の
流
動
性
が
向
上
し

て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
ら
諸
企
業
が
取
引
銀
行
の
当
座
貸
趣
を
よ
り
よ
く
利
用
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
ど
ち
ら
か
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
手
形
に
よ
る
支
払
よ
り
は
帳
簿
信
用
の
方
が
好
ま
れ
る
、
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
産
業
コ

ン
バ
イ
ン
」
の
側
で
資
産
の
流
動
性
が
高
ま
っ
た
か
、
「
コ
ン
バ
イ
ン
」
が
、
取
引
銀
行
の
当
座
貸
趣
を
よ
り
よ
く
利
用
し
う
る
よ
う
に

な
っ
た
か
、
の
ど
ち
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
企
業
の
側
で
の
資
産
の
流
動
性
の
向
上
か
、
銀
行
の
側
で
の
預
貸

率
の
改
善
か
（
な
ぜ
な
ら
、
ロ
ン
ド
ン
金
融
市
場
で
再
割
引
し
う
る
手
形
は
銀
行
に
と
っ
て
は
流
動
性
の
た
か
い
資
産
で
あ
る
か
ら
、
預

貸
率
が
高
い
銀
行
で
も
手
形
の
割
引
な
ら
引
う
け
る
で
あ
ろ
う
が
、
当
廊
費
越
の
形
ち
で
信
用
を
授
与
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
銀
行
の
資

産
の
流
動
性
を
直
接
に
低
下
さ
せ
、
資
越
分
の
返
済
が
行
な
わ
れ
る
ま
で
、
預
資
率
の
改
善
を
実
現
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か

ら
で
あ
る
）
の
い
ず
れ
か
の
条
件
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
キ
ン
グ
の
説
明
は
当
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
「
産

業
コ
ン
バ
イ
ン
」
の
発
生
と
い
う
こ
と
だ
け
に
か
ぎ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
そ
し
て
前
に
あ
の
ぺ
た
よ
う
に
内
国
手
形
の
発
生
鐘
の
大

幅
減
少
は
七
、
八
十
年
代
に
お
け
る
現
象
で
あ
っ
て
、
「
産
業
コ
ン
パ
ィ
ビ
の
発
展
と
は
時
間
的
に
ず
れ
も
あ
る
。

そ
れ
で
は
企
業
の
側
で
の
資
産
の
流
動
性
は
手
形
の
発
生
趣
の
減
少
と
並
行
し
て
、
向
上
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

計
数
的
に
明
ら
か
に
で
き
な
い
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
も
し
企
業
の
資
産
の
流
動
性
が
十
九
世
紀
中
葉
以
来
た
か
ま
っ
た
、

八
四



ま
た
銀
行
の
側
で
の
預
貸
率
の
改
善
も
、
計
数
的
に
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
一
八
六
○
年
以
前
に
は
、
株
式
銀
行
の
バ

ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
す
ら
ほ
と
ん
ど
公
表
さ
れ
て
い
な
い
）
。
だ
が
、
六
十
年
代
以
後
、
と
く
に
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
お
よ
び
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の

諸
銀
行
は
余
剰
資
金
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
の
一
つ
の
裏
付
け
と
し
て
キ
ン
グ
が
引
用
し
て
い
る

Ｗ
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
ミ
・
同
。
三
日
の
銀
行
協
会
に
お
け
る
演
説
を
み
て
み
よ
う
。
フ
ァ
ウ
ヲ
ー
は
次
の
よ
う
に
の
べ
た
。
「
一
八
五
七
年

の
恐
慌
が
す
ぎ
さ
っ
た
あ
と
、
全
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
銀
行
の
経
営
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
こ
と
を
私
は
と
く
に
よ
く
お
ぼ
え
て
い
る
。

そ
し
て
私
は
そ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
し
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
五
七
年
ご
ろ
の
我
々
の
商
会
の
主
な
仕
事
は
地
方
銀
行
の
た
め
の

再
割
引
で
あ
っ
た
。
こ
の
仕
事
は
一
八
五
七
年
以
後
急
に
減
少
し
た
。
と
い
う
の
は
諸
銀
行
は
み
ず
か
ら
保
有
し
え
な
い
よ
う
な
手
形
の

大
麺
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
の
お
ろ
か
さ
を
さ
と
り
、
そ
れ
ゆ
え
以
前
よ
り
多
額
の
涜
金
を
ロ
ン
ド
ン
に
と
ど
め
て
お
い
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
過
程
は
一
八
六
六
年
以
後
は
い
ち
じ
る
し
く
よ
り
急
速
と
な
っ
た
。
…
…
一
「
八
六
六
年
に
大
規
模
な
〔
再
〕
割
人
だ
っ

（隆一『一）

た
地
方
銀
行
は
、
今
で
は
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
大
規
模
な
預
金
者
で
あ
る
。
」

こ
こ
で
フ
ァ
ウ
ラ
ー
は
内
国
手
形
の
ロ
ン
ド
ン
へ
の
送
付
の
急
減
は
地
方
銀
行
の
再
割
引
に
関
す
る
政
策
の
変
化
に
よ
る
、
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
地
方
銀
行
が
手
形
の
割
引
額
を
制
限
す
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
地
方
銀
行
に
貯
蓄
性
預
金
が
集
中
し

て
、
余
剰
預
金
を
か
か
え
る
に
い
た
る
か
、
し
な
け
れ
ば
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
銀
行
が
良
好
な
手
形
の
割
引
を
拒
否
す
る

こ
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
地
方
銀
行
の
手
形
割
引
高
が
こ
の
時
代
に
大
幅
に
減
少
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
第
一
に

ロ
ン
ド
ン
手
形
割
引
市
場
の
構
造
変
化
に
つ
い
て
（
西
村
）

八
五

と
す
る
な
ら
》
そ
の
最
重
要
な
原
因
は
や
原
料
在
庫
や
製
品
在
庫
》
商
社
手
持
在
庫
の
形
で
存
在
し
て
い
た
潅
大
な
商
品
在
庫
が
、
委
託

販
売
制
度
の
後
退
の
た
め
、
減
少
し
は
じ
め
、
し
た
が
っ
て
、
在
庫
商
品
の
形
で
凍
結
さ
れ
て
い
た
資
本
が
遊
離
す
る
に
い
た
っ
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



は
（
産
業
及
び
商
業
の
）
企
業
の
資
産
の
流
動
性
が
た
か
ま
っ
た
た
め
に
、
企
業
の
側
で
受
取
手
形
を
満
期
ま
で
保
有
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
一
八
六
○
年
代
、
七
○
年
代
は
、
交
通
、
通
信
革
命
の
た
め
、
大
商
社
が
大
砒
に
破
滅
し
た
こ
と
、
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら
商
社
の
信
用
に
支
え
ら
れ
た
優
良
手
形
が
影
を
消
し
た
こ
と
、
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
地
方
銀
行
が
こ
の
時
代

に
余
剰
資
金
を
も
つ
に
い
た
っ
た
か
、
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
当
時
か
ら
マ
ハ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
を
公
表
し
て
い
た
地
方
株
式
銀
行
の
預
金

と
貸
出
の
推
移
を
な
が
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
一
表
は
、
一
八
七
○
年
代
に
存
在
し
て
い
た
約
一
○
○
行
の
株
式
地
方
銀
行
の
う
ち
、
わ
ず
か
二
一
一
一
行
の
釛
向
を
示
し
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
し
、
又
、
株
式
地
方
銀
行
以
外
に
も
約
二
○
○
行
の
個
人
地
方
銀
行
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
安
料
と
し
て
は
か
な
り

断
片
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
筆
者
の
手
元
に
あ
っ
た
資
料
の
関
係
で
年
度
の
と
り
方
も
必
ず
し
も
理
想
的
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら

ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
の
地
銀
預
金
総
額
に
つ
い
て
の
推
定
二
八
七
五
年
の
発
券
銀
行
委
員
会
の
資
料
に
よ
る
）
に
よ
る
と
、
一
八
七
五
年
の

地
方
株
式
銀
行
九
七
行
の
預
金
は
合
計
一
三
一
百
万
ポ
ン
ド
、
地
方
個
人
銀
行
の
そ
れ
は
八
八
百
万
ポ
ン
ド
、
両
者
の
計
一
一
一
九
百
万
ポ

ン
ド
で
あ
る
が
、
表
中
に
と
ら
れ
た
一
一
三
行
の
一
八
七
四
年
に
お
け
る
預
金
額
は
五
○
・
六
百
万
ポ
ン
ド
に
達
す
る
。
ま
た
こ
の
二
一
一
一
行

の
地
理
的
分
布
も
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
的
な
地
方
を
ほ
ぼ
カ
ヴ
ァ
ー
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
表
か
ら
え
ら
れ
る
結
論
は
、
十
九
世
紀

第
三
四
半
期
の
英
国
の
地
方
銀
行
の
か
な
り
の
部
分
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る
、
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
第
一
表
を
な
が
め
る
と
き
、
わ
れ
ノ
ー
は
こ
の
二
三
行
の
大
半
に
共
通
の
一
つ
の
傾
向
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
貸
出
の
増
減
と
預
金
の
増
減
と
の
間
の
密
接
な
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
は
貸
出
の
増
減
が
事
業
性
預
金

の
増
減
を
ひ
き
お
こ
す
の
で
あ
る
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
一
八
七
四
年
以
前
の
預
金
の
急
墹
と
、
そ
れ
以
後
の
預
金
の
減

少
傾
向
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
一
八
七
四
年
以
後
の
預
金
の
減
少
は
貸
出
の
減
少
を
伴
う
の
で
あ
る
が
、
貸
出
の
減
少
の
幅
は
預
金
の

・
Ｚ
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．
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減
を
大
き
く
上
ま
わ
る
ぱ
あ
い
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
期
に
預
金
と
貸
出
の
増
を
記
録
し
て
い
る
銀
行
の
中
に
は
ノ
ー
ス
。

ア
ン
ド
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ィ
ル
ズ
、
、
ハ
ー
ス
、
ロ
ィ
ズ
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
・
グ
ド
レ
ー
．
ア
ン
ド
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
よ
う
に
活
溌
に

他
行
合
同
を
は
じ
め
た
銀
行
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
そ
し
て
こ
れ
ら
各
行
の
預
金
も
他
行
合
併
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
七
四
年
以
前
よ

り
の
び
な
や
ん
で
い
る
。
そ
し
て
預
金
の
増
と
貸
出
の
増
と
を
く
ら
べ
る
と
、
前
者
が
後
者
を
大
き
く
上
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す

上
記
の
よ
う
な
現
象
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
一
八
七
三
年
に
は
じ
ま
っ
た
大
不
況
の
影
響
で
あ
る
が
、
表
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
と
、
大
不
況
時
に
銀
行
預
金
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
資
金
の
過
剰
」
己
一
⑦
陣
屋
日
。
［
日
目
目
が
問
題
に
な
っ
た
こ

と
、
と
を
藷
え
る
と
、
少
く
と
も
一
八
七
四
年
以
後
、
英
国
の
地
方
銀
行
は
貸
出
に
連
用
し
え
な
い
余
剰
資
金
を
有
す
る
次
う
に
な
り
、

し
た
が
っ
て
ま
た
自
行
の
割
引
い
た
手
形
を
満
期
ま
で
保
有
す
る
こ
と
が
可
能
に
も
な
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
方
が
有
利
に
も
な
っ
た
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
前
に
説
明
し
た
理
由
で
、
内
国
手
形
の
発
生
麓
そ
の
も
の
も
減
少
し
て
い
っ
た
、
と
す
る
な
ら
ば
、
ロ
ン
ド
ン
割
引
市
場

に
お
い
て
、
「
内
国
手
形
の
消
滅
」
と
い
う
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
表
現
が
う
ま
れ
た
理
由
も
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
内

国
手
形
の
「
消
滅
」
が
、
商
業
の
構
造
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ぎ
り
、
一
八
九
六
年
以
後
の
長
期
的
な
物
価
上
昇
と
繁
栄
の
時
期

に
も
、
内
国
手
形
の
発
生
童
が
増
加
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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